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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

7
月
25
日（
土
）・7
月
26
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
金
）・
20
日（
月
）・
30
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

7
日（
金
）・
20
日（
木
）・
28
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

　
ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、役

場
会
計
課
で
も
納
付
で
き
事
務
費

が
町
に
入
金
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税
1
期

介
護
保
険
料
1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
1
期

納
期
限
は
７
月
３1
日（
金
）で
す

月
7

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

国内初確認
「7000 年前の下仁田にアジアからの渡来品」

下鎌田遺跡（馬山IC周辺）から発掘された『玦状耳飾（けつじょうみみかざり）』
写真左下（白色）がアジアからの渡来品とされるものです（歴史館展示中）

人口
　男
　女
世帯

（　23）
（　11）
（　12）
（　 7）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,110人
3,496人
3,614人
3,302世帯

転入  5人/  出生 1人
転出  16人/  死亡 13人

（6月1日現在）

（5月中）

下仁田町下仁田町
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下仁田プライド in

新たな研究による

歴史再発見

5月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（已喜雄）
（幸　子）
（　博　）
（常　雄）
（内田好子）
（幸　生）
（菊　江）
（竹歳明子）
（登志一）

川　井
吉　崎
矢　川
川　井
大　平
本　宿
城　西
宮　室
中　央

神戸　よし
大井田セツ子
柳澤　榊　　　
柳澤　文夫
金井　志げる
山根　克已
佐藤　秀幸
高橋　新次郎
武藤　勝子

地　区
ご出産おめでとうございます

山 田　惟 翔  （貴彦・薫）   下　町

（保護者）出　生　児
ゆいと

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

えびすや米殻店住所　下仁田３８６　℡82-3200
https://kome2459.com/

古来より疫病を退治すると言われる伝説の妖怪「アマビエ」
-新型コロナウイルス感染症の終息を願って「アマビエ」（精白米）を販売しています-
栄養満点のお米、「アマビエ米」を食べて
「心と体」の免疫力をアップ！
●自分用はもちろん、いつもお世話になって
いる方へのちょっとしたお返しにどうぞ！
●大切な方への「お中元」にどうぞ！

２合入 ３５０円（税込）２合入×６袋箱入 ２、０００円（税込）
売上金の一部は「新型コロナウイルス」
緊急支援募金の支援金として寄付致します
売上金の一部は「新型コロナウイルス」
緊急支援募金の支援金として寄付致します
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新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

広
報しもにた

　
　
　
　
　
　
　
下
仁
田
町
応
援
商
品
券
を

全
世
帯
に
給
付
し
ま
し
た
！

傷
病
手
当
金

●
利
用
可
能
店
舗
　
１
２
１
件（
令

和
２
年
６
月
15
日
現
在
）

　
利
用
可
能
店
舗
は
、商
品
券
と
同

封
す
る
店
舗
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。町
H
P
で
も
随
時
更
新
し
て
い

ま
す
。お
店
に
も
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り

が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
者
様
で
、商
品
券
の
取
り
扱

い
事
業
所
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、下
仁
田
町
商
工
会（
☎
82―

３

２
０
６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。会

員
等
で
な
く
て
も
登
録
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

・
商
品
券
を
紛
失
・
破
損
し
た
場
合
、

い
か
な
る
場
合
も
再
交
付
は
し
ま
せ

ん
。ま
た
、換
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
商
品
が
届
い
た
ら
必
ず
使
用
前
に

枚
数
と
正
し
く
印
刷
さ
れ
て
い
る
か

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
け
取
り
が
で
き
ず
、郵
送
物
が
役

場
に
返
っ
て
き
た
場
合
は
、窓
口
に
て

申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。世
帯
主
が「
現
住

所
を
証
明
で
き
る
本
人
確
認
書
類
」と

印
鑑
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
、ご
不
明
の
点
は
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
又
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
当

該
感
染
症
の
感
染
が
疑
わ
れ
、そ
の

療
養
の
た
め
就
労
が
で
き
な
か
っ
た

方（
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

に
限
る
。）に
対
し
、申
請
に
よ
り
傷

病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
と
な
る
日
数

　
就
労
が
で
き
な
く
な
っ
た
初
め
の

連
続
す
る
３
日
間（
待
期
期
間
）を
除

い
た
４
日
目
以
降
の
休
み
の
期
間
の

う
ち
、就
労
を
予
定
し
て
い
た
日（
給

与
等
の
全
部
又
は
一
部
が
支
払
わ
れ

る
場
合
を
除
く
。）

●
適
用
期
間

　
４
日
目
の
休
み
が
令
和
２
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
で
、

療
養
の
た
め
就
労
が
で
き
な
い
期
間

（
た
だ
し
、入
院
が
継
続
す
る
場
合
は

最
長
１
年
６
か
月
）

●
支
給
額

　（
直
近
の
継
続
し
た
３
か
月
間
の

給
与
収
入
の
合
計
額
÷
就
労
日
数
）

×
２
/
３
×
支
給
対
象
と
な
る
日
数

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
0
2
7―

2
5
6―

7
1
7
1

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
多
大
な
る
影
響
を
受
け
て
い
る

町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
支
援
及
び

町
内
経
済
振
興
に
資
す
る
た
め
下
仁

田
町
内
の
お
店
で
使
え
る
商
品
券

を
、一
世
帯
に
つ
き
２
万
円
給
付
し
ま

し
た
。

●
対
象
者

　
令
和
２
年
６
月
11
日
現
在
、下
仁

田
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
世
帯
の

世
帯
主

●
利
用
可
能
期
間

令
和
２
年
６
月
22
日
〜
12
月
31
日

●
金
額

①
飲
食
店
専
用

１
，０
０
０
円
券
×
５
枚

②
全
店
舗（
飲
食
店
含
む
）

１
，０
０
０
円
券
×
15
枚

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金

　
国
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
」に
お
い
て
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

児
童
手
当（
本
則
給
付
）を
受
給
す
る

世
帯
に
対
し
臨
時
特
別
の
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。対
象
者
等
に
つ
い
て
は
、

広
報
６
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
請
お
よ
び
受
給
に
つ
い
て

○
下
仁
田
町
か
ら
児
童
手
当
を
支

給
さ
れ
て
い
る
方

令
和
２
年
６
月
26
日（
金
）に
児
童
手

当
支
給
口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

○
公
務
員
の
方
で
、
所
属
先
か
ら

児
童
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方

　
申
請
が
必
要
で
す
。所
属
庁
の
証

明
済
申
請
書
の
交
付
後
、振
込
先
金

融
機
関
の
通
帳（
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
）の
写
し
を
添
え
て
、速
や
か

に
役
場
福
祉
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。最
終
申
請
期
限
は
令
和
２
年
10

月
30
日（
金
）で
す
。

●
送
付
先
　
〒
３
７
０
―
２
６
０
１

下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
6
8
2
番
地

下
仁
田
町
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係

※
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

●
提
出
書
類

①
申
請
書

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
い
ず
れ
か
一

つ
）
の
写
し

③
口
座
確
認
が
で
き
る
書
類
（
通

帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

の
写
し

※
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
は
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
対
策
」
に
よ
る
特
別

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
現
在

申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
の
属
す
る
世
帯
の

世
帯
主
の
方
宛
に
4
月
末
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
提
出

書
類
を
ご
用
意
の
上
、
出
来
る
だ

け
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
者

基
準
日
（
令
和
2
年
4
月
27
日
）
に

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
方

●
金
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
　
10
万
円

※
世
帯
主
の
方
に
世
帯
員
分
を
ま

と
め
て
支
給
し
ま
す
。

●
提
出
先

下
仁
田
町
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係

（
特
別
定
額
給
付
金
受
付
窓
口
）

（
〒
3
7
0
―
２
６
０
１
群
馬
県

甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田

6
8
2
番
地
）

●
申
請
期
限

令
和
２
年
７
月
31
日
（
金
）

※
申
請
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

書類不備が多く発生しております。
提出前にもう一度ご確認ください。
●本人確認書類の写しは全員必須です。（代理申請（受給）の場
合は世帯主と代理人の両方の本人確認書類が必要です。）
●振込先に水道料金や税金等の引落口座を指定する場合は、
該当欄へのチェックを忘れずにお願いします。
●マイナンバーの通知カードは本人確認に利用できません。
※マイナンバーカード（顔写真入りのカード）は本人確認書類と
して利用できます。顔写真のある面のみコピーをお願いしま
す。

一
世
帯
に
２
万
円
　

一
世
帯
に
２
万
円
　

①飲食店専用

②全店舗（飲食店含む）

下
仁
田
町
中
小
事
業
者
等
持
続
化
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
い
、影
響
を
受
け
て
い
る
中
小

事
業
者
等
の
事
業
継
続
を
支
援
し
、経

済
の
安
定
を
図
る
目
的
で
、対
象
と
な

る
中
小
事
業
者
等
に
給
付
金
を
交
付

し
ま
す
。

●
交
付
対
象
者

　
町
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
業
拠
点

を
お
く
法
人・団
体
や
個
人
事
業
主

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、農
業
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

社
会
福
祉
法
人
、農
業
を
営
む
個
人

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
個
人
事
業
主
に
つ
い
て
は
、営
利
を

目
的
と
し
た
事
業
を
主
に
行
っ
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
交
付
要
件

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
交

付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
１
）国
が
実
施
す
る
持
続
化
給
付
金

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

（
２
）大
企
業
を
除
く
、中
小
・
小
規

模
事
業
者
、個
人
事
業
主
の
方

（
３
）町
内
で
主
た
る
事
業
所
等
を
有

し
事
業
活
動
を
行
う
方（
町
外
在
住

者
も
、主
た
る
事
業
所
等
が
町
内
に

所
在
し
て
い
る
場
合
は
、対
象
と
な

り
ま
す
。）

（
４
）平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら
令

和
元
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
営
業

実
態
が
あ
る
こ
と
。

（
５
）主
た
る
事
業
の
、事
業
収
入
の

額
が
最
も
大
き
い
こ
と
。

※
不
動
産
、配
当
、給
与
、雑
収
入（

公
的
年
金
等
は
除
く
）は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

（
６
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、令
和
2
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
1
か
月
の
売
上
が
、前
年
同
月
比

で
20
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し
て
い

る
こ
と
。

（
７
）一
つ
の
事
業
者
と
し
て
、重
複
し
て

給
付
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

（
８
）町
が
定
め
る
暴
力
団
排
除
等
に

関
す
る
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

●
給
付
額
　
１
事
業
者
に
つ
き
20
万

円（
１
事
業
者
一
回
限
り
、複
数
事
業

を
営
む
場
合
も
同
額
）

●
申
請
受
付
期
間

令
和
２
年
６
月
12
日（
金
）か
ら

令
和
３
年
２
月
26
日（
金
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

●
申
請
方
法

①
申
請
書
は
、下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、役
場
、商
工
会
、町
内
金
融
機

関
、J
Ａ
で
取
得
。

②
申
請
書
は
、原
則
郵
送
で
提
出
。

③
下
仁
田
町
に
お
い
て
ご
提
出
い
た

だ
い
た
提
出
書
類
等
を
確
認
し
、交

付
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、ご
指
定

の
口
座
に
入
金
し
ま
す
。

●
提
出・問
い
合
わ
せ

〒
3
7
0―

2
6
0
1
　
下
仁
田
町

大
字
下
仁
田
6
8
2
番
地

下
仁
田
町
役
場
　
商
工
観
光
課
　

☎
64―

８
８
０
５（
直
通
）

見
本

見
本
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新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

広
報しもにた

　
　
　
　
　
　
　
下
仁
田
町
応
援
商
品
券
を

全
世
帯
に
給
付
し
ま
し
た
！

傷
病
手
当
金

●
利
用
可
能
店
舗
　
１
２
１
件（
令

和
２
年
６
月
15
日
現
在
）

　
利
用
可
能
店
舗
は
、商
品
券
と
同

封
す
る
店
舗
一
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。町
H
P
で
も
随
時
更
新
し
て
い

ま
す
。お
店
に
も
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り

が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
者
様
で
、商
品
券
の
取
り
扱

い
事
業
所
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、下
仁
田
町
商
工
会（
☎
82―

３

２
０
６
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。会

員
等
で
な
く
て
も
登
録
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

・
商
品
券
を
紛
失
・
破
損
し
た
場
合
、

い
か
な
る
場
合
も
再
交
付
は
し
ま
せ

ん
。ま
た
、換
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
商
品
が
届
い
た
ら
必
ず
使
用
前
に

枚
数
と
正
し
く
印
刷
さ
れ
て
い
る
か

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受
け
取
り
が
で
き
ず
、郵
送
物
が
役

場
に
返
っ
て
き
た
場
合
は
、窓
口
に
て

申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。世
帯
主
が「
現
住

所
を
証
明
で
き
る
本
人
確
認
書
類
」と

印
鑑
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
、ご
不
明
の
点
は
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
又
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
当

該
感
染
症
の
感
染
が
疑
わ
れ
、そ
の

療
養
の
た
め
就
労
が
で
き
な
か
っ
た

方（
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方

に
限
る
。）に
対
し
、申
請
に
よ
り
傷

病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
と
な
る
日
数

　
就
労
が
で
き
な
く
な
っ
た
初
め
の

連
続
す
る
３
日
間（
待
期
期
間
）を
除

い
た
４
日
目
以
降
の
休
み
の
期
間
の

う
ち
、就
労
を
予
定
し
て
い
た
日（
給

与
等
の
全
部
又
は
一
部
が
支
払
わ
れ

る
場
合
を
除
く
。）

●
適
用
期
間

　
４
日
目
の
休
み
が
令
和
２
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
で
、

療
養
の
た
め
就
労
が
で
き
な
い
期
間

（
た
だ
し
、入
院
が
継
続
す
る
場
合
は

最
長
１
年
６
か
月
）

●
支
給
額

　（
直
近
の
継
続
し
た
３
か
月
間
の

給
与
収
入
の
合
計
額
÷
就
労
日
数
）

×
２
/
３
×
支
給
対
象
と
な
る
日
数

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
国
保
係

☎
64―

8
8
0
1

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
0
2
7―

2
5
6―

7
1
7
1

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
多
大
な
る
影
響
を
受
け
て
い
る

町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
支
援
及
び

町
内
経
済
振
興
に
資
す
る
た
め
下
仁

田
町
内
の
お
店
で
使
え
る
商
品
券

を
、一
世
帯
に
つ
き
２
万
円
給
付
し
ま

し
た
。

●
対
象
者

　
令
和
２
年
６
月
11
日
現
在
、下
仁

田
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
世
帯
の

世
帯
主

●
利
用
可
能
期
間

令
和
２
年
６
月
22
日
〜
12
月
31
日

●
金
額

①
飲
食
店
専
用

１
，０
０
０
円
券
×
５
枚

②
全
店
舗（
飲
食
店
含
む
）

１
，０
０
０
円
券
×
15
枚

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金

　
国
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
」に
お
い
て
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

児
童
手
当（
本
則
給
付
）を
受
給
す
る

世
帯
に
対
し
臨
時
特
別
の
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。対
象
者
等
に
つ
い
て
は
、

広
報
６
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
請
お
よ
び
受
給
に
つ
い
て

○
下
仁
田
町
か
ら
児
童
手
当
を
支

給
さ
れ
て
い
る
方

令
和
２
年
６
月
26
日（
金
）に
児
童
手

当
支
給
口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

○
公
務
員
の
方
で
、
所
属
先
か
ら

児
童
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
方

　
申
請
が
必
要
で
す
。所
属
庁
の
証

明
済
申
請
書
の
交
付
後
、振
込
先
金

融
機
関
の
通
帳（
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
）の
写
し
を
添
え
て
、速
や
か

に
役
場
福
祉
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。最
終
申
請
期
限
は
令
和
２
年
10

月
30
日（
金
）で
す
。

●
送
付
先
　
〒
３
７
０
―
２
６
０
１

下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
6
8
2
番
地

下
仁
田
町
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係

※
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

●
提
出
書
類

①
申
請
書

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
等
い
ず
れ
か
一

つ
）
の
写
し

③
口
座
確
認
が
で
き
る
書
類
（
通

帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

の
写
し

※
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
は
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課 

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

　
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
対
策
」
に
よ
る
特
別

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
現
在

申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
の
属
す
る
世
帯
の

世
帯
主
の
方
宛
に
4
月
末
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
提
出

書
類
を
ご
用
意
の
上
、
出
来
る
だ

け
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
者

基
準
日
（
令
和
2
年
4
月
27
日
）
に

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
方

●
金
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
　
10
万
円

※
世
帯
主
の
方
に
世
帯
員
分
を
ま

と
め
て
支
給
し
ま
す
。

●
提
出
先

下
仁
田
町
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係

（
特
別
定
額
給
付
金
受
付
窓
口
）

（
〒
3
7
0
―
２
６
０
１
群
馬
県

甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田

6
8
2
番
地
）

●
申
請
期
限

令
和
２
年
７
月
31
日
（
金
）

※
申
請
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

書類不備が多く発生しております。
提出前にもう一度ご確認ください。
●本人確認書類の写しは全員必須です。（代理申請（受給）の場
合は世帯主と代理人の両方の本人確認書類が必要です。）
●振込先に水道料金や税金等の引落口座を指定する場合は、
該当欄へのチェックを忘れずにお願いします。
●マイナンバーの通知カードは本人確認に利用できません。
※マイナンバーカード（顔写真入りのカード）は本人確認書類と
して利用できます。顔写真のある面のみコピーをお願いしま
す。

一
世
帯
に
２
万
円
　

一
世
帯
に
２
万
円
　

①飲食店専用

②全店舗（飲食店含む）

下
仁
田
町
中
小
事
業
者
等
持
続
化
給
付
金

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
い
、影
響
を
受
け
て
い
る
中
小

事
業
者
等
の
事
業
継
続
を
支
援
し
、経

済
の
安
定
を
図
る
目
的
で
、対
象
と
な

る
中
小
事
業
者
等
に
給
付
金
を
交
付

し
ま
す
。

●
交
付
対
象
者

　
町
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
業
拠
点

を
お
く
法
人・団
体
や
個
人
事
業
主

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、農
業
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

社
会
福
祉
法
人
、農
業
を
営
む
個
人

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
個
人
事
業
主
に
つ
い
て
は
、営
利
を

目
的
と
し
た
事
業
を
主
に
行
っ
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
交
付
要
件

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
交

付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
１
）国
が
実
施
す
る
持
続
化
給
付
金

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

（
２
）大
企
業
を
除
く
、中
小
・
小
規

模
事
業
者
、個
人
事
業
主
の
方

（
３
）町
内
で
主
た
る
事
業
所
等
を
有

し
事
業
活
動
を
行
う
方（
町
外
在
住

者
も
、主
た
る
事
業
所
等
が
町
内
に

所
在
し
て
い
る
場
合
は
、対
象
と
な

り
ま
す
。）

（
４
）平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら
令

和
元
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
営
業

実
態
が
あ
る
こ
と
。

（
５
）主
た
る
事
業
の
、事
業
収
入
の

額
が
最
も
大
き
い
こ
と
。

※
不
動
産
、配
当
、給
与
、雑
収
入（

公
的
年
金
等
は
除
く
）は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

（
６
）新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、令
和
2
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
1
か
月
の
売
上
が
、前
年
同
月
比

で
20
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し
て
い

る
こ
と
。

（
７
）一
つ
の
事
業
者
と
し
て
、重
複
し
て

給
付
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

（
８
）町
が
定
め
る
暴
力
団
排
除
等
に

関
す
る
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

●
給
付
額
　
１
事
業
者
に
つ
き
20
万

円（
１
事
業
者
一
回
限
り
、複
数
事
業

を
営
む
場
合
も
同
額
）

●
申
請
受
付
期
間

令
和
２
年
６
月
12
日（
金
）か
ら

令
和
３
年
２
月
26
日（
金
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

●
申
請
方
法

①
申
請
書
は
、下
仁
田
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、役
場
、商
工
会
、町
内
金
融
機

関
、J
Ａ
で
取
得
。

②
申
請
書
は
、原
則
郵
送
で
提
出
。

③
下
仁
田
町
に
お
い
て
ご
提
出
い
た

だ
い
た
提
出
書
類
等
を
確
認
し
、交

付
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、ご
指
定

の
口
座
に
入
金
し
ま
す
。

●
提
出・問
い
合
わ
せ

〒
3
7
0―

2
6
0
1
　
下
仁
田
町

大
字
下
仁
田
6
8
2
番
地

下
仁
田
町
役
場
　
商
工
観
光
課
　

☎
64―

８
８
０
５（
直
通
）

見
本

見
本
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国
民
健
康
保
険
税
は
、被
保
険
者
の
み

な
さ
ん
が
病
気
や
け
が
な
ど
で
病
院
に

か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
に
充
て
ら
れ
る

大
切
な
財
源
で
す
。納
期
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務

者
は
世
帯
主
で
す
。世
帯
主
が
国
保
に
加

入
し
て
い
な
く
て
も
、同
一
世
帯
に
国
保

の
加
入
者
が
い
れ
ば
、世
帯
主
の
方
に
納

税
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。今
年
度
よ

り
、地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、以
下
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ
ま
す

　
所
得
の
高
い
人
で
も
、国
民
健
康
保
険

税
の
負
担
に
つ
い
て
は
賦
課
限
度
額
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。所
得
に
応
じ
た
保
険
税

の
納
付
と
な
る
よ
う
に
引
き
上
げ
ま
す
。

②
所
得
の
低
い
人
へ
の
保
険
税
の
軽
減

措
置
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　
世
帯
の
前
年
中
の
所
得
が
定
め
ら
れ

た
所
得
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
は
、

保
険
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
所

得
に
応
じ
て
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。こ
の
軽
減
の
基
準
と
な
る
所
得

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、５
割
軽
減
と
２
割

軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。た
だ

し
、国
保
加
入
者
に
所
得
未
申
告
の
人
が

い
る
と
軽
減
が
さ
れ
ず
、保
険
税
が
高
く

算
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。収
入
の
な

か
っ
た
方
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―
２
１
１
３（
直
通
）

 

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

軽減割合

７割 33万円以下   

33万円＋28万円×被保険者数 以下
　　　　　　　↓   

33万円＋28.5万円×被保険者数 以下
33万円＋51万円×被保険者数 以下
　　　　　　　↓   

33万円＋52万円×被保険者数 以下

5割

2割

前年中の総所得の合計額

医療
給付
費分

これ
まで

61
万円

19
万円

16
万円

96
万円

63
万円

19
万円

17
万円

99
万円

見直
し後

後期
高齢者
支援
金分

①賦課限度額の見直し

②軽減措置の拡充

介護
納付金
分

合計

　
現
在
使
用
し
て
い
る
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
や
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
、福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
は
、７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、７

月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証
、受
給
者

証
、受
給
資
格
者
証
を
発
送
し
ま
す
。８

月
１
日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

《
対
象
》75
歳
以
上
の
人
、ま
た
は
65
歳
〜

74
歳
ま
で
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
す
で

に
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証（
み
ど
り
色
）が

届
き
ま
し
た
ら
、氏
名
、住
所
、生
年
月

日
等
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、今
ま
で
使

用
し
て
い
た
被
保
険
者
証
は
、ご
自
分
で

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◆「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、被

保
険
者
証
と
同
じ
く
７
月
31
日
に
期
限

が
切
れ
ま
す
。負
担
区
分
等
に
変
更
が
な

い
場
合
は
、新
し
い
認
定
証
を
被
保
険
者

証
に
同
封
し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」を
入
院
や
、高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
る
際
に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

医
療
費
の
窓
口
負
担
と
、入
院
時
の
食
事

代
な
ど
が
所
得
に
応
じ
た
負
担
額
で
お

さ
え
ら
れ
ま
す
。住
民
税
非
課
税
世
帯
の

被
保
険
者
の
方
で
、交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、役
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※

希
望
者
に
は
保
険
証
を「
簡
易
書
留
」

で
お
送
り
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
７
月

10
日（
金
）ま
で
に
国
保
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
70
〜
74
歳
の
人
の
国
民
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
証

《
対
象
》国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
〜
74
歳
ま
で
の
人（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
者
は
除
く
）で
す
。

《
有
効
期
限
》来
年
の
７
月
31
日
か
満
75

歳
に
な
る
前
日
ま
で
で
す
。

●
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証（
ひ
と

り
親
家
庭
）

《
対
象
》18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
人
で
、す
で
に
福
祉
医
療

費
受
給
資
格
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
で

す
。

※

対
象
と
な
る
人
で
、令
和
２
年
度
の
住

民
税
な
ど
の
申
告
や
資
格
の
確
認
が
必

要
な
人
に
は
、そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１（
直
通
）

７
月
中
に
保
険
証
や
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額
決
定

通
知
書

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
に
、

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
７
月
中
に
発

送
し
ま
す
。普
通
徴
収
の
第
１
期
の
納
期

限
は
７
月
31
日
で
す
。今
年
度
、新
た
に

75
歳
に
な
る
方
は
、国
保
税
な
ど
を
口
座

振
替
で
納
付
し
て
い
て
も
、新
た
に
申
込

み
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１（
直
通
）

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す

　
下
仁
田
町
の
職
員
と
し
て
働
く
方
を

募
集
し
ま
す
。

　
町
職
員
採
用
試
験
は
、群
馬
県
町
村

会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
第
１
次
試
験

（
資
格
統
一
試
験
）と
、町
で
実
施
す
る
第

２
次
試
験
と
な
り
ま
す
。

　
受
験
希
望
者
は
、試
験
申
込
用
紙
を

下
仁
田
町
役
場
総
務
課
か
ら
取
り
寄

せ
、受
験
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格
　
左
記
の
①
又
は
②
の
要

件
を
満
た
す
方

①
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

以
上
を
卒
業
し
た
方
又
は
令
和
３
年
３

月
卒
業（
高
等
学
校
等
）見
込
み
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
で
、介
助
な
し
で
受
験
が
で
き
、

活
字
印
刷
文
に
よ
る
筆
記
試
験
や
口
述

に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る
方

●
試
験
の
方
法

第
１
次
試
験
　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

教
養
試
験

第
２
次
試
験
　
口
述
試
験
・
作
文
試
験
・

身
体
検
査

●
試
験
日

第
１
次
試
験
　
９
月
20
日（
日
）

第
２
次
試
験
　
10
月
下
旬

●
採
用
人
数
　
若
干
名

●
申
込
用
紙・交
付
期
間

７
月
６
日（
月
）〜
８
月
３
日（
月
）

●
受
付
期
間

７
月
10
日（
金
）〜
８
月
14
日（
金
）ま
で

た
だ
し
、（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
ま
で※

土
日
祝
日
を
除
く
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
給
与
係（
内
線
５
０
４
）

下
仁
田
町
職
員
採
用

資
格
統
一
試
験
を
実
施
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

令和２年度の

熱中症
予防行動
「新しい生活様式」における
　　  熱中症予防行動のポイント

①　暑さを避けましょう

②　適宜マスクを
　　はずしましょう

③　こまめに水分補給
　　しましょう

④　日頃から健康管理
　　をしましょう

⑤　暑さに備えた体作り
　　をしましょう

行政情報行政情報 新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策
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報しもにた

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、被
保
険
者
の
み

な
さ
ん
が
病
気
や
け
が
な
ど
で
病
院
に

か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
に
充
て
ら
れ
る

大
切
な
財
源
で
す
。納
期
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務

者
は
世
帯
主
で
す
。世
帯
主
が
国
保
に
加

入
し
て
い
な
く
て
も
、同
一
世
帯
に
国
保

の
加
入
者
が
い
れ
ば
、世
帯
主
の
方
に
納

税
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。今
年
度
よ

り
、地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、以
下
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ
ま
す

　
所
得
の
高
い
人
で
も
、国
民
健
康
保
険

税
の
負
担
に
つ
い
て
は
賦
課
限
度
額
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。所
得
に
応
じ
た
保
険
税

の
納
付
と
な
る
よ
う
に
引
き
上
げ
ま
す
。

②
所
得
の
低
い
人
へ
の
保
険
税
の
軽
減

措
置
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　
世
帯
の
前
年
中
の
所
得
が
定
め
ら
れ

た
所
得
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
は
、

保
険
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
所

得
に
応
じ
て
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。こ
の
軽
減
の
基
準
と
な
る
所
得

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、５
割
軽
減
と
２
割

軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。た
だ

し
、国
保
加
入
者
に
所
得
未
申
告
の
人
が

い
る
と
軽
減
が
さ
れ
ず
、保
険
税
が
高
く

算
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。収
入
の
な

か
っ
た
方
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３（
直
通
）

 

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

軽減割合

７割 33万円以下   

33万円＋28万円×被保険者数 以下
　　　　　　　↓   

33万円＋28.5万円×被保険者数 以下
33万円＋51万円×被保険者数 以下
　　　　　　　↓   

33万円＋52万円×被保険者数 以下

5割

2割

前年中の総所得の合計額

医療
給付
費分

これ
まで

61
万円

19
万円

16
万円

96
万円

63
万円

19
万円

17
万円

99
万円

見直
し後

後期
高齢者
支援
金分

①賦課限度額の見直し

②軽減措置の拡充

介護
納付金
分

合計

　
現
在
使
用
し
て
い
る
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
や
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
、福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
は
、７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、７

月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証
、受
給
者

証
、受
給
資
格
者
証
を
発
送
し
ま
す
。８

月
１
日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

《
対
象
》75
歳
以
上
の
人
、ま
た
は
65
歳
〜

74
歳
ま
で
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
す
で

に
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証（
み
ど
り
色
）が

届
き
ま
し
た
ら
、氏
名
、住
所
、生
年
月

日
等
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、今
ま
で
使

用
し
て
い
た
被
保
険
者
証
は
、ご
自
分
で

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◆「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、被

保
険
者
証
と
同
じ
く
７
月
31
日
に
期
限

が
切
れ
ま
す
。負
担
区
分
等
に
変
更
が
な

い
場
合
は
、新
し
い
認
定
証
を
被
保
険
者

証
に
同
封
し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」を
入
院
や
、高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
る
際
に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

医
療
費
の
窓
口
負
担
と
、入
院
時
の
食
事

代
な
ど
が
所
得
に
応
じ
た
負
担
額
で
お

さ
え
ら
れ
ま
す
。住
民
税
非
課
税
世
帯
の

被
保
険
者
の
方
で
、交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、役
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※

希
望
者
に
は
保
険
証
を「
簡
易
書
留
」

で
お
送
り
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
７
月

10
日（
金
）ま
で
に
国
保
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
70
〜
74
歳
の
人
の
国
民
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
証

《
対
象
》国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
〜
74
歳
ま
で
の
人（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
者
は
除
く
）で
す
。

《
有
効
期
限
》来
年
の
７
月
31
日
か
満
75

歳
に
な
る
前
日
ま
で
で
す
。

●
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証（
ひ
と

り
親
家
庭
）

《
対
象
》18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
人
で
、す
で
に
福
祉
医
療

費
受
給
資
格
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
で

す
。

※

対
象
と
な
る
人
で
、令
和
２
年
度
の
住

民
税
な
ど
の
申
告
や
資
格
の
確
認
が
必

要
な
人
に
は
、そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１（
直
通
）

７
月
中
に
保
険
証
や
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額
決
定

通
知
書

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
に
、

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
７
月
中
に
発

送
し
ま
す
。普
通
徴
収
の
第
１
期
の
納
期

限
は
７
月
31
日
で
す
。今
年
度
、新
た
に

75
歳
に
な
る
方
は
、国
保
税
な
ど
を
口
座

振
替
で
納
付
し
て
い
て
も
、新
た
に
申
込

み
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１（
直
通
）

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す

　
下
仁
田
町
の
職
員
と
し
て
働
く
方
を

募
集
し
ま
す
。

　
町
職
員
採
用
試
験
は
、群
馬
県
町
村

会
に
委
託
し
て
実
施
す
る
第
１
次
試
験

（
資
格
統
一
試
験
）と
、町
で
実
施
す
る
第

２
次
試
験
と
な
り
ま
す
。

　
受
験
希
望
者
は
、試
験
申
込
用
紙
を

下
仁
田
町
役
場
総
務
課
か
ら
取
り
寄

せ
、受
験
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格
　
左
記
の
①
又
は
②
の
要

件
を
満
た
す
方

①
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

以
上
を
卒
業
し
た
方
又
は
令
和
３
年
３

月
卒
業（
高
等
学
校
等
）見
込
み
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
で
、介
助
な
し
で
受
験
が
で
き
、

活
字
印
刷
文
に
よ
る
筆
記
試
験
や
口
述

に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る
方

●
試
験
の
方
法

第
１
次
試
験
　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

教
養
試
験

第
２
次
試
験
　
口
述
試
験
・
作
文
試
験
・

身
体
検
査

●
試
験
日

第
１
次
試
験
　
９
月
20
日（
日
）

第
２
次
試
験
　
10
月
下
旬

●
採
用
人
数
　
若
干
名

●
申
込
用
紙・交
付
期
間

７
月
６
日（
月
）〜
８
月
３
日（
月
）

●
受
付
期
間

７
月
10
日（
金
）〜
８
月
14
日（
金
）ま
で

た
だ
し
、（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
ま
で※

土
日
祝
日
を
除
く
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
給
与
係（
内
線
５
０
４
）

下
仁
田
町
職
員
採
用

資
格
統
一
試
験
を
実
施
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

令和２年度の

熱中症
予防行動
「新しい生活様式」における
　　  熱中症予防行動のポイント

①　暑さを避けましょう

②　適宜マスクを
　　はずしましょう

③　こまめに水分補給
　　しましょう

④　日頃から健康管理
　　をしましょう

⑤　暑さに備えた体作り
　　をしましょう

行政情報行政情報 新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策
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今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、収
入
源
と
な

る
業
務
の
喪
失
や
売
り
上
げ
の
減
少

な
ど
が
生
じ
て
所
得
が
相
当
程
度
ま

で
下
が
っ
た
場
合
は
、臨
時
特
例
措

置
と
し
て
本
人
申
告
の
所
得
見
込
額

を
用
い
た
簡
易
な
手
続
き
に
よ
り
、

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
と
な
る
方

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
収
入
の
減
少

令
和
２
年
２
月
以
降
に
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

業
務
が
失
わ
れ
た
等
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
方

②
所
得
が
相
当
程
度
ま
で
減
少

令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
の
状
況

か
ら
み
て
、当
年
中
の
所
得
見
込
額

が
国
民
年
金
保
険
料
免
除
基
準
相

当
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方

●
申
請
の
対
象
と
な
る
期
間

・
令
和
２
年
２
月
分
か
ら
６
月
分
ま
で

・
令
和
２
年
７
月
分
か
ら

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
申

請
書

・
所
得
の
申
立
書（
臨
時
特
例
用
）

　
詳
し
い
手
続
き
の
方
法
や
申
請
書

等
の
様
式
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

申
請
書
の
提
出
先
は
役
場
住
民
係
ま

た
は
高
崎
年
金
事
務
所
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、郵
送
で
の

提
出
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０―
０
５―

１
１
６
５

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
２
７―

３
２
２―
４
２
９
９

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
可
能
で
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
納
付
が
困
難
な
方
へ

　
最
近
、ご
み
収
集
後
の
ゴ
ミ
出
し
、

収
集
日
以
外
の
日
の
ゴ
ミ
出
し
な
ど

の
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
き
ち
ん
と
分
別
し

て
ゴ
ミ
を
出
し
て
下
さ
い
。

●
収
集
日
当
日
８
時
30
分
ま
で
に
地

域
の
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
、周
囲
の
環
境
美
化
に
も
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。

●
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資
源

物
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
資

源
ゴ
ミ（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
）は
、指
定
ご
み
袋
を
使
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
資
源
ゴ
ミ（
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー
ル
・

チ
ラ
シ
・
新
聞
紙
・
雑
誌
）は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
す
の
で
、分
別
し
て
紐
で

10
㎏
以
内
で
し
ば
り
、ラ
ベ
ル
を
付

け
て
出
し
て
下
さ
い
。

●
粗
大
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入（
持
ち
込

み
）は
、金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

で
す
。家
電
製
品
や
大
型
家
具
類
は

で
き
る
限
り
、買
い
替
え
時
に
販
売

店
等
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
、ゴ
ミ
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
で
使
用
し
た
マ
ス
ク
な
ど
の

捨
て
方
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、使
用
済
の
マ
ス
ク

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
ご
み
を
捨
て
る
際

は
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
64―

８
８
１
１

清
掃
セ
ン
タ
ー（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82―

３
１
７
９

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

収
集
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う

　
例
年
七
月
に
開
催
す
る
両
大
会
で

す
が
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、少
年
の
主
張
大
会
に
つ
い
て

は
、来
年
度
以
降
、甘
楽
郡
と
多
野
郡

を
合
わ
せ
た「
西
部
管
内
郡
大
会
」を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、町
の

大
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
　
教
育
課

生
涯
学
習
係
　
☎
82―
２
１
１
５

少
年
の
主
張
下
仁
田
町
大
会
及
び

青
少
年
健
全
育
成
大
会
　
中
止

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
保
険
料
を
お
忘
れ
の
状
態
で
、
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
や
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
免
除
制
度

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
所
得
額
に

応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
段
階
的
に
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
期
間
は
令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和
３
年
６
月
ま
で
で
す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
50
歳
未
満
で
、
世
帯
主
に
関
係
な
く
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

の
基
準
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和
３
年
６
月
ま
で
で
す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
、
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
学
生
期
間
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
で
す
。
　
　
　

◯
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

　
引
き
続
き
免
除
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
間
開
始
月
以
降
に
住
民
係
の
窓
口
か

高
崎
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
年
１
か
月
前
の
期
間
ま
で
遡
っ
て
免
除
等
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
郵
送
で
の
提
出
を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
　
☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９

下
仁
田
町
役
場
　
住
民
税
務
課
住
民
係
　
☎
82
―
2
1
1
2
（
直
通
）

行政情報行政情報

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の

交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い

ま
す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1 5月分 弔慰

支出内容支出日

(令和2年度町長交際費 5月分) (単位:円)

支出区分

5月分　計

支出金額

弔門生花1件 4,000 

2 5月分 弔慰 弔門御供物1件 1,280 

5,280 
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今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、収
入
源
と
な

る
業
務
の
喪
失
や
売
り
上
げ
の
減
少

な
ど
が
生
じ
て
所
得
が
相
当
程
度
ま

で
下
が
っ
た
場
合
は
、臨
時
特
例
措

置
と
し
て
本
人
申
告
の
所
得
見
込
額

を
用
い
た
簡
易
な
手
続
き
に
よ
り
、

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
と
な
る
方

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
収
入
の
減
少

令
和
２
年
２
月
以
降
に
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

業
務
が
失
わ
れ
た
等
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
方

②
所
得
が
相
当
程
度
ま
で
減
少

令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
の
状
況

か
ら
み
て
、当
年
中
の
所
得
見
込
額

が
国
民
年
金
保
険
料
免
除
基
準
相

当
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方

●
申
請
の
対
象
と
な
る
期
間

・
令
和
２
年
２
月
分
か
ら
６
月
分
ま
で

・
令
和
２
年
７
月
分
か
ら

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
申

請
書

・
所
得
の
申
立
書（
臨
時
特
例
用
）

　
詳
し
い
手
続
き
の
方
法
や
申
請
書

等
の
様
式
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/

申
請
書
の
提
出
先
は
役
場
住
民
係
ま

た
は
高
崎
年
金
事
務
所
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、郵
送
で
の

提
出
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０―

０
５―

１
１
６
５

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
２
７―

３
２
２―

４
２
９
９

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
可
能
で
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
納
付
が
困
難
な
方
へ

　
最
近
、ご
み
収
集
後
の
ゴ
ミ
出
し
、

収
集
日
以
外
の
日
の
ゴ
ミ
出
し
な
ど

の
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
き
ち
ん
と
分
別
し

て
ゴ
ミ
を
出
し
て
下
さ
い
。

●
収
集
日
当
日
８
時
30
分
ま
で
に
地

域
の
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
、周
囲
の
環
境
美
化
に
も
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。

●
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資
源

物
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
資

源
ゴ
ミ（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
）は
、指
定
ご
み
袋
を
使
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
資
源
ゴ
ミ（
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー
ル
・

チ
ラ
シ
・
新
聞
紙
・
雑
誌
）は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
す
の
で
、分
別
し
て
紐
で

10
㎏
以
内
で
し
ば
り
、ラ
ベ
ル
を
付

け
て
出
し
て
下
さ
い
。

●
粗
大
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入（
持
ち
込

み
）は
、金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

で
す
。家
電
製
品
や
大
型
家
具
類
は

で
き
る
限
り
、買
い
替
え
時
に
販
売

店
等
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
、ゴ
ミ
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
で
使
用
し
た
マ
ス
ク
な
ど
の

捨
て
方
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、使
用
済
の
マ
ス
ク

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
ご
み
を
捨
て
る
際

は
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
64―

８
８
１
１

清
掃
セ
ン
タ
ー（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82―

３
１
７
９

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

収
集
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う

　
例
年
七
月
に
開
催
す
る
両
大
会
で

す
が
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、少
年
の
主
張
大
会
に
つ
い
て

は
、来
年
度
以
降
、甘
楽
郡
と
多
野
郡

を
合
わ
せ
た「
西
部
管
内
郡
大
会
」を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、町
の

大
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
　
教
育
課

生
涯
学
習
係
　
☎
82―

２
１
１
５

少
年
の
主
張
下
仁
田
町
大
会
及
び

青
少
年
健
全
育
成
大
会
　
中
止

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度
の
お
知
ら
せ

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
保
険
料
を
お
忘
れ
の
状
態
で
、
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
や
猶
予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
免
除
制
度

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
所
得
額
に

応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
段
階
的
に
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
部
免
除
の
場
合
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
免
除
期
間
は
令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和
３
年
６
月
ま
で
で
す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
本
人
が
50
歳
未
満
で
、
世
帯
主
に
関
係
な
く
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

の
基
準
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和
３
年
６
月
ま
で
で
す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
本
人
が
学
生
で
、
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
学
生
期
間
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
猶
予
期
間
は
令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
で
す
。
　
　
　

◯
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

　
引
き
続
き
免
除
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
間
開
始
月
以
降
に
住
民
係
の
窓
口
か

高
崎
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

２
年
１
か
月
前
の
期
間
ま
で
遡
っ
て
免
除
等
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
郵
送
で
の
提
出
を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
　
☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９

下
仁
田
町
役
場
　
住
民
税
務
課
住
民
係
　
☎
82
―
2
1
1
2
（
直
通
）

行政情報行政情報

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の

交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い

ま
す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1 5月分 弔慰

支出内容支出日

(令和2年度町長交際費 5月分) (単位:円)

支出区分

5月分　計

支出金額

弔門生花1件 4,000 

2 5月分 弔慰 弔門御供物1件 1,280 

5,280 
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行政情報行政情報

お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
親
子
サ
ロ
ン

「
か
る
が
も
広
場
」
再
開
の
お
知
ら
せ

　
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
閉

館
し
て
い
た「
か
る
が
も
広
場
」の
利

用
を
６
月
15
日
か
ら
再
開
し
て
い
ま

す
。「
か
る
が
も
広
場
」は
、乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
の
方
の
た
め
の
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

2
階

●
開
館
日
　
月
〜
土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
利
用
上
の
注
意

①「
保
護
者
の
マ
ス
ク
着
用
」や「
入

退
室
時
の
手
洗
い
・
手
指
消
毒
」、「
3

密
を
避
け
る
」等
の
感
染
予
防
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

②
発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
に
は
利
用
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

③
利
用
簿
を
変
更
し
ま
す
の
で
、入

室
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

終
息
す
る
ま
で
、お
も
ち
ゃ
の
数
を
減

ら
し
て
い
ま
す
。ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係

☎
82―

5
4
9
0

社
会
体
育
館
施
設
の
利
用
再
開
に
つ
い
て

　
群
馬
県
社
会
経
済
活
動
再
開
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
警
戒
レ
ベ
ル

の
引
き
下
げ
に
よ
り
、各
社
会
体
育

館
及
び
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
も
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、教
育
委

員
会
生
涯
学
習
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
引
き
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

☎
82―

2
1
1
5

模様替えをしました♪

①
介
護
保
険
負
担
割
合
証

　
事
業
対
象
者・要
支
援・要
介
護
認
定

を
受
け
た
人
全
員
に
、利
用
者
の
負
担

割
合
を
記
載
し
た
介
護
保
険
負
担
割
合

証
を
発
行
し
ま
す（
７
月
中
旬
発
送
予

定
）。

※

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
負
担
割
合
証
が
届
き
ま
し
た

ら
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ま
た
は
、入

所
施
設
へ
提
出
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
負
担
割
合
証
の
有
効
期
限
は
、８
月

１
日
か
ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

②
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

　
介
護
保
険
施
設（
介
護
老
人
福
祉
施

設
、介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介
護
医

療
院
）に
入
所
、ま
た
は
短
期
入
所
生
活

介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
で
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は

食
費
、居
住
費
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。補
助
を
受
け
る
に
は
、負
担
限
度
額

認
定
申
請
が
必
要
で
す
。負
担
限
度
額
認

定
申
請
書
に
、通
帳
の
写
し
、金
融
機
関

な
ど
へ
の
預
貯
金
照
会
の
同
意
書
を
添

付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
度
に
限
度
額
認
定
を
さ
れ
て
い

た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、更
新
の
お
知
ら

せ
と
申
請
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

補
助
を
受
け
る
場
合
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、受
け
取
っ
た「
負
担
限
度
額
認

定
証
」を
施
設
に
提
出
し
な
け
れ
ば
減
額

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、忘
れ
ず
に
施
設
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
負
担
限
度
額
認
定
申
請
の
認

定
証
の
有
効
期
限
は
、８
月
１
日
か
ら
翌

年
の
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
介
護
保
険
係

☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
２（
直
通
）

介
護
保
険
係
か
ら
の

お
知
ら
せ

所得要件（所得は、個人町・県民税で用いる前年所得により判定）
介護サービス費負担割合区分

本人の合計所得が１６０万円未満の方 １割

２割

３割

本人の合計所得金額が１６０万円以上の方で
本人を含めた同一世帯の６５歳以上の方の年金収入＋その他の合計所得金額が
　１人の場合　２８０万円以上
　２人以上の場合、合わせて　３４６万円以上
本人の合計所得金額が２２０万円以上の方で
本人を含めた同一世帯の６５歳以上の方の年金収入＋その他の合計所得金額が
　１人の場合　３４０万円以上
　２人以上の場合、合わせて　４６３万円以上

自己負担割合

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
旅
帰
り
蛙
の
合
唱
五
月
闇

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
夏
至
に
朝
一
番
の
深
呼
吸

　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
感
動
の
減
り
た
る
日
日
も
息
子
の
く
れ
し
新
茶
の
香
り
に
心
弾
め
り

　
　

  

（
馬

　山
）

　

 

山
中

　た
ね

■
清
や
か
な
風
に
万
花
の
空
木
下
で
娘
待
た
せ
で
母
の
日
を 

　
　
　
　
　（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
庭
に
咲
く
色
と
り
ど
り
の
花
々
に
荒
ぶ
気
持
を
そ
っ
と
癒
さ
れ

　
　

 

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

こ

う
つ

は
ず

5月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

門田泰明

門田泰明

鳥羽亮

鈴木英治

山本太郎

著者名

杉山亮

廣嶋玲子

香川照之

怪談クラブ

書名

ひぐらし武士道　大江戸剣花帳

黄昏坂七人斬り

介錯人・父子斬日譚　仇討双剣

口入屋用心棒シリーズ

感染症と文明

危うい国・日本

書名

信じられない現実の大図鑑

まちがいなく名探偵

トラブル旅行社　砂漠のフルーツ狩りツアー

ホタルのアダムとほしぞらパーティー

キャーッ！　みんなの怪談

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

百田尚樹・
江崎道朗

ヒ
ロ
シ
マ
に
学
ぶ
群
馬
子
ど
も
代
表
団
の
募
集
中
止
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
33
年
間
に
わ
た
っ
て
募
集
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
に
学
ぶ
群
馬
子
ど
も
代

表
団
」
に
つ
き
ま
し
て
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
群
馬
県
か
ら

の
派
遣
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
、
富
岡
甘
楽
平
和
運
動
実
行
委

員
会
と
し
て
の
募
集
を
行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

富
岡
甘
楽
平
和
運
動
実
行
委
員
会
（
群
馬
県
教
職
員
組
合
甘
楽
支
部
内
）

☎
62―

０
２
０
３
（
担
当
　
松
井
）
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行政情報行政情報

お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
親
子
サ
ロ
ン

「
か
る
が
も
広
場
」
再
開
の
お
知
ら
せ

　
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
閉

館
し
て
い
た「
か
る
が
も
広
場
」の
利

用
を
６
月
15
日
か
ら
再
開
し
て
い
ま

す
。「
か
る
が
も
広
場
」は
、乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
の
方
の
た
め
の
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

2
階

●
開
館
日
　
月
〜
土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
利
用
上
の
注
意

①「
保
護
者
の
マ
ス
ク
着
用
」や「
入

退
室
時
の
手
洗
い
・
手
指
消
毒
」、「
3

密
を
避
け
る
」等
の
感
染
予
防
行
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

②
発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
に
は
利
用
を
見
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

③
利
用
簿
を
変
更
し
ま
す
の
で
、入

室
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

終
息
す
る
ま
で
、お
も
ち
ゃ
の
数
を
減

ら
し
て
い
ま
す
。ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係

☎
82―

5
4
9
0

社
会
体
育
館
施
設
の
利
用
再
開
に
つ
い
て

　
群
馬
県
社
会
経
済
活
動
再
開
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
警
戒
レ
ベ
ル

の
引
き
下
げ
に
よ
り
、各
社
会
体
育

館
及
び
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
も
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、教
育
委

員
会
生
涯
学
習
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
引
き
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

☎
82―

2
1
1
5

模様替えをしました♪

①
介
護
保
険
負
担
割
合
証

　
事
業
対
象
者・要
支
援・要
介
護
認
定

を
受
け
た
人
全
員
に
、利
用
者
の
負
担

割
合
を
記
載
し
た
介
護
保
険
負
担
割
合

証
を
発
行
し
ま
す（
７
月
中
旬
発
送
予

定
）。

※

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
負
担
割
合
証
が
届
き
ま
し
た

ら
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ま
た
は
、入

所
施
設
へ
提
出
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
負
担
割
合
証
の
有
効
期
限
は
、８
月

１
日
か
ら
翌
年
の
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

②
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

　
介
護
保
険
施
設（
介
護
老
人
福
祉
施

設
、介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介
護
医

療
院
）に
入
所
、ま
た
は
短
期
入
所
生
活

介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
で
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は

食
費
、居
住
費
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。補
助
を
受
け
る
に
は
、負
担
限
度
額

認
定
申
請
が
必
要
で
す
。負
担
限
度
額
認

定
申
請
書
に
、通
帳
の
写
し
、金
融
機
関

な
ど
へ
の
預
貯
金
照
会
の
同
意
書
を
添

付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
前
年
度
に
限
度
額
認
定
を
さ
れ
て
い

た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、更
新
の
お
知
ら

せ
と
申
請
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

補
助
を
受
け
る
場
合
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、受
け
取
っ
た「
負
担
限
度
額
認

定
証
」を
施
設
に
提
出
し
な
け
れ
ば
減
額

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、忘
れ
ず
に
施
設
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
負
担
限
度
額
認
定
申
請
の
認

定
証
の
有
効
期
限
は
、８
月
１
日
か
ら
翌

年
の
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
介
護
保
険
係

☎
０
２
７
４―

64―

８
８
０
２（
直
通
）

介
護
保
険
係
か
ら
の

お
知
ら
せ

所得要件（所得は、個人町・県民税で用いる前年所得により判定）
介護サービス費負担割合区分

本人の合計所得が１６０万円未満の方 １割

２割

３割

本人の合計所得金額が１６０万円以上の方で
本人を含めた同一世帯の６５歳以上の方の年金収入＋その他の合計所得金額が
　１人の場合　２８０万円以上
　２人以上の場合、合わせて　３４６万円以上
本人の合計所得金額が２２０万円以上の方で
本人を含めた同一世帯の６５歳以上の方の年金収入＋その他の合計所得金額が
　１人の場合　３４０万円以上
　２人以上の場合、合わせて　４６３万円以上

自己負担割合

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
旅
帰
り
蛙
の
合
唱
五
月
闇

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
夏
至
に
朝
一
番
の
深
呼
吸

　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
感
動
の
減
り
た
る
日
日
も
息
子
の
く
れ
し
新
茶
の
香
り
に
心
弾
め
り

　
　

  

（
馬

　山
）

　

 

山
中

　た
ね

■
清
や
か
な
風
に
万
花
の
空
木
下
で
娘
待
た
せ
で
母
の
日
を 

　
　
　
　
　（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
庭
に
咲
く
色
と
り
ど
り
の
花
々
に
荒
ぶ
気
持
を
そ
っ
と
癒
さ
れ

　
　

 

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

こ

う
つ

は
ず

5月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

門田泰明

門田泰明

鳥羽亮

鈴木英治

山本太郎

著者名

杉山亮

廣嶋玲子

香川照之

怪談クラブ

書名

ひぐらし武士道　大江戸剣花帳

黄昏坂七人斬り

介錯人・父子斬日譚　仇討双剣

口入屋用心棒シリーズ

感染症と文明

危うい国・日本

書名

信じられない現実の大図鑑

まちがいなく名探偵

トラブル旅行社　砂漠のフルーツ狩りツアー

ホタルのアダムとほしぞらパーティー

キャーッ！　みんなの怪談

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

百田尚樹・
江崎道朗

ヒ
ロ
シ
マ
に
学
ぶ
群
馬
子
ど
も
代
表
団
の
募
集
中
止
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
33
年
間
に
わ
た
っ
て
募
集
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
「
ヒ
ロ
シ
マ
に
学
ぶ
群
馬
子
ど
も
代

表
団
」
に
つ
き
ま
し
て
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
群
馬
県
か
ら

の
派
遣
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
、
富
岡
甘
楽
平
和
運
動
実
行
委

員
会
と
し
て
の
募
集
を
行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

富
岡
甘
楽
平
和
運
動
実
行
委
員
会
（
群
馬
県
教
職
員
組
合
甘
楽
支
部
内
）

☎
62―

０
２
０
３
（
担
当
　
松
井
）
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
職
員
採
用
試
験

特
定
疾
患
等

難
病
患
者
見
舞
金
　
　

富
岡
准
看
護
学
校

学
校
見
学

令
和
2
年
度
労
働
保
険
年
度

更
新
期
間（
申
告
・
納
付
）延
長

及
び
年
度
更
新
申
告
書
集
合

受
付
の
中
止
の
お
知
ら
せ

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
７
月
20

日（
月
）、
31
日（
金
）の
午
後
、
小
児

科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
町
で
は
、
特
定
疾
患
等
患
者
、

難
病
患
者
、
ま
た
は
そ
の
保
護
者

に
対
し
て
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

●
現
在
受
給
中
の
方
へ

　
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
現
況
届
の

提
出
が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
見
舞

金
の
支
給
が
停
止
と
な
り
ま
す
。

（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
８
月
１

日
以
降
に
役
場
福
祉
係
よ
り
郵
送

し
ま
す
。
）

●
新
た
に
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
別
表
に
該
当
す
る
方
で
、
見
舞

金
の
受
給
申
請
書
を
提
出
し
た
こ

と
が
な
い
方
は
7
月
31
日
ま
で
に

役
場
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 

福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
３
（
直
通
）

　

●
期
間

令
和
2
年
8
月
3
日
（
月
）
か
ら

※
予
約
制
（
予
約
受
付
中
で
す
。
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
4
時
ま
で
（
予
約

の
際
に
ご
希
望
の
時
間
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
）

●
会
場
　
富
岡
准
看
護
学
校

●
内
容

学
校
内
見
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

学
費
、
奨
学
金
制
度
の
説
明
な
ど

（
所
要
時
間
は
30
分
程
度
）

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
一
緒
で
も
大

丈
夫
で
す
。
ご
希
望
に
合
わ
せ
て

専
任
教
員
が
説
明
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
准
看
護
学
校
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
2
8
4

※
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
５
時

の
間
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　●
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
数

一
般
事
務
職

若
干
人

●
採
用
予
定
日

令
和
３
年
４
月
１
日

●
受
験
資
格

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
高
校
卒
業
程
度
以
上

（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

●
申
込
受
付
期
間

令
和
２
年
７
月
３
日
（
金
）
か
ら

７
月
31
日
（
金
）
ま
で
（
土
・
日

曜
日
・
祝
祭
日
は
除
く
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）

●
試
験
日
・
試
験
方
法

９
月
20
日
（
日
）
筆
記
試
験
・
作

文
試
験
（
第
１
次
試
験
）

●
申
込
用
紙
の
交
付

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
事
務
局
総
務
課
、
富
岡
市

役
所
、
下
仁
田
町
役
場
、
南
牧
村

役
場
及
び
甘
楽
町
役
場
で
交
付
し

ま
す
。
郵
送
希
望
者
は
、
封
筒
に

「
一
般
事
務
職
職
員
採
用
試
験
申

込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１

２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
送
付
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
判
）
を

同
封
し
、
左
記
ま
で
。

※
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
事
務
局
総
務
課

〒
3
7
0
―
2
3
1
6

富
岡
市
富
岡
2
4
8
6
番
地
7
　

☎
62
―
5
2
6
1

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
及
び
雇

用
保
険
）
の
年
度
更
新
（
令
和
元

年
度
）
確
定
保
険
料
、
令
和
２
年

度
概
算
保
険
料
及
び
一
般
拠
出
金

の
申
告
・
納
付
）
手
続
き
は
、
６

月
１
日
（
月
）
か
ら
８
月
31
日

（
月
）
ま
で
の
期
間
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
７
月
８
日
（
水
）
・

９
日
（
木
）
・
10
日
（
金
）
に
県

内
の
各
労
働
基
準
監
督
署
（
一
部

監
督
署
を
除
く
）
に
て
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
「
年
度
更
新
申

告
書
集
合
受
付
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
年
度
更
新
申
告
書
は
、
令
和
２

年
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
８
月
31

日
（
月
）
ま
で
の
間
、
随
時
、
県

内
の
各
労
働
基
準
監
督
署
及
び
群

馬
県
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
に

て
、
郵
送
又
は
電
子
申
請
で
も
受

け
付
け
て
お
り
、
直
接
窓
口
へ
出

向
く
こ
と
な
く
申
告
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
電
話
に
よ
る
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
労
働
保
険
料
等
の

納
付
に
つ
い
て
は
口
座
振
替
や
電

子
納
付
が
便
利
で
す
。
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
及
び
窓
口
混
雑

緩
和
の
た
め
、
お
早
目
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
政
府

が
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の

額
を
決
定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金

（
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の

10
％
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
室
　

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
４

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監

督
署
・
各
公
共
職
業
安
定
所
へ

　
特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の
日
本
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者

等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、

国
と
し
て
改
め
て
弔
意
の
意
を
表
す

た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
支
給

す
る
も
の
で
す
。

●
支
給
対
象
者

　
令
和
2
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務

扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父

母
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に

支
給
し
ま
す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
①
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
（
1
）
父
母
、

（
2
）
孫
、
（
3
）
祖
父
母
、

（
4
）
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
右
記
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の

三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

●
支
給
内
容
　額
面
25
万
円
、
5
年

償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間

令
和
2
年
7
月
13
日
か
ら
令
和
5
年

3
月
31
日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
開
始
日
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
一
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類

③
請
求
者
の
現
在
戸
籍

④
請
求
者
の
来
庁
が
困
難
な
場
合

は
、
代
理
人
に
よ
る
請
求
も
可
能

で
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
請
求
窓
口

下
仁
田
町
役
場
　
福
祉
課
　
福
祉

係
（
請
求
者
の
住
所
を
有
す
る
役

所
）

●
そ
の
他

※
申
請
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、
来

庁
さ
れ
る
前
に
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
受
付
の
混
雑
緩
和

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

福
祉
課
　
福
祉
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
3

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

（
中
止
イ
ベ
ン
ト
）

●
あ
じ
さ
い
祭
り
（
馬
山
）

●
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り

（
下
仁
田
）

※
打
ち
上
げ
花
火
も
中
止
　

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

心臓機能障害１～３級
腎臓機能障害１～３級
ぼうこう・直腸障害
リウマチ１～３級

特定疾患医療給付
小児慢性特定疾患医療給付
慢性疾患児医療給付

医師の証明書・印鑑・通帳
（証明書の用紙は福祉課にあります）

身体障害者手帳
印鑑・通帳

申請に必要なもの支給要件

こんにゃくぜんそく

特定疾患等医療受給者証
印鑑・通帳

イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ



11 10下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
職
員
採
用
試
験

特
定
疾
患
等

難
病
患
者
見
舞
金
　
　

富
岡
准
看
護
学
校

学
校
見
学

令
和
2
年
度
労
働
保
険
年
度

更
新
期
間（
申
告
・
納
付
）延
長

及
び
年
度
更
新
申
告
書
集
合

受
付
の
中
止
の
お
知
ら
せ

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
７
月
20

日（
月
）、
31
日（
金
）の
午
後
、
小
児

科
医
師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
町
で
は
、
特
定
疾
患
等
患
者
、

難
病
患
者
、
ま
た
は
そ
の
保
護
者

に
対
し
て
見
舞
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

●
現
在
受
給
中
の
方
へ

　
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
現
況
届
の

提
出
が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
見
舞

金
の
支
給
が
停
止
と
な
り
ま
す
。

（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
８
月
１

日
以
降
に
役
場
福
祉
係
よ
り
郵
送

し
ま
す
。
）

●
新
た
に
受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
別
表
に
該
当
す
る
方
で
、
見
舞

金
の
受
給
申
請
書
を
提
出
し
た
こ

と
が
な
い
方
は
7
月
31
日
ま
で
に

役
場
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 

福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
３
（
直
通
）

　

●
期
間

令
和
2
年
8
月
3
日
（
月
）
か
ら

※
予
約
制
（
予
約
受
付
中
で
す
。
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
4
時
ま
で
（
予
約

の
際
に
ご
希
望
の
時
間
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
）

●
会
場
　
富
岡
准
看
護
学
校

●
内
容

学
校
内
見
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

学
費
、
奨
学
金
制
度
の
説
明
な
ど

（
所
要
時
間
は
30
分
程
度
）

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
一
緒
で
も
大

丈
夫
で
す
。
ご
希
望
に
合
わ
せ
て

専
任
教
員
が
説
明
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
准
看
護
学
校
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
0
2
8
4

※
平
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
５
時

の
間
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　●
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
数

一
般
事
務
職

若
干
人

●
採
用
予
定
日

令
和
３
年
４
月
１
日

●
受
験
資
格

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
高
校
卒
業
程
度
以
上

（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

●
申
込
受
付
期
間

令
和
２
年
７
月
３
日
（
金
）
か
ら

７
月
31
日
（
金
）
ま
で
（
土
・
日

曜
日
・
祝
祭
日
は
除
く
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）

●
試
験
日
・
試
験
方
法

９
月
20
日
（
日
）
筆
記
試
験
・
作

文
試
験
（
第
１
次
試
験
）

●
申
込
用
紙
の
交
付

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
事
務
局
総
務
課
、
富
岡
市

役
所
、
下
仁
田
町
役
場
、
南
牧
村

役
場
及
び
甘
楽
町
役
場
で
交
付
し

ま
す
。
郵
送
希
望
者
は
、
封
筒
に

「
一
般
事
務
職
職
員
採
用
試
験
申

込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１

２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
送
付
先
明

記
の
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
判
）
を

同
封
し
、
左
記
ま
で
。

※
富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
事
務
局
総
務
課

〒
3
7
0
―
2
3
1
6

富
岡
市
富
岡
2
4
8
6
番
地
7
　

☎
62
―
5
2
6
1

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
及
び
雇

用
保
険
）
の
年
度
更
新
（
令
和
元

年
度
）
確
定
保
険
料
、
令
和
２
年

度
概
算
保
険
料
及
び
一
般
拠
出
金

の
申
告
・
納
付
）
手
続
き
は
、
６

月
１
日
（
月
）
か
ら
８
月
31
日

（
月
）
ま
で
の
期
間
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
７
月
８
日
（
水
）
・

９
日
（
木
）
・
10
日
（
金
）
に
県

内
の
各
労
働
基
準
監
督
署
（
一
部

監
督
署
を
除
く
）
に
て
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
「
年
度
更
新
申

告
書
集
合
受
付
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
年
度
更
新
申
告
書
は
、
令
和
２

年
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
８
月
31

日
（
月
）
ま
で
の
間
、
随
時
、
県

内
の
各
労
働
基
準
監
督
署
及
び
群

馬
県
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
に

て
、
郵
送
又
は
電
子
申
請
で
も
受

け
付
け
て
お
り
、
直
接
窓
口
へ
出

向
く
こ
と
な
く
申
告
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
電
話
に
よ
る
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
労
働
保
険
料
等
の

納
付
に
つ
い
て
は
口
座
振
替
や
電

子
納
付
が
便
利
で
す
。
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
及
び
窓
口
混
雑

緩
和
の
た
め
、
お
早
目
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
政
府

が
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の

額
を
決
定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金

（
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の

10
％
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
室
　

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
４

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監

督
署
・
各
公
共
職
業
安
定
所
へ

　
特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の
日
本
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者

等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、

国
と
し
て
改
め
て
弔
意
の
意
を
表
す

た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
支
給

す
る
も
の
で
す
。

●
支
給
対
象
者

　
令
和
2
年
4
月
1
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務

扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父

母
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に

支
給
し
ま
す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
①
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
（
1
）
父
母
、

（
2
）
孫
、
（
3
）
祖
父
母
、

（
4
）
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
右
記
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の

三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

●
支
給
内
容
　額
面
25
万
円
、
5
年

償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間

令
和
2
年
7
月
13
日
か
ら
令
和
5
年

3
月
31
日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
開
始
日
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
一
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類

③
請
求
者
の
現
在
戸
籍

④
請
求
者
の
来
庁
が
困
難
な
場
合

は
、
代
理
人
に
よ
る
請
求
も
可
能

で
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
請
求
窓
口

下
仁
田
町
役
場
　
福
祉
課
　
福
祉

係
（
請
求
者
の
住
所
を
有
す
る
役

所
）

●
そ
の
他

※
申
請
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、
来

庁
さ
れ
る
前
に
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
受
付
の
混
雑
緩
和

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

福
祉
課
　
福
祉
係

☎
0
2
7
4
―
64
―
8
8
0
3

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

（
中
止
イ
ベ
ン
ト
）

●
あ
じ
さ
い
祭
り
（
馬
山
）

●
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り

（
下
仁
田
）

※
打
ち
上
げ
花
火
も
中
止
　

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

心臓機能障害１～３級
腎臓機能障害１～３級
ぼうこう・直腸障害
リウマチ１～３級

特定疾患医療給付
小児慢性特定疾患医療給付
慢性疾患児医療給付

医師の証明書・印鑑・通帳
（証明書の用紙は福祉課にあります）

身体障害者手帳
印鑑・通帳

申請に必要なもの支給要件

こんにゃくぜんそく

特定疾患等医療受給者証
印鑑・通帳

イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

ぐ
ん
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
参
加
者
募
集

下
仁
田
町
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

行
政
相
談

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

作
業
の
お
知
ら
せ

ス
ズ
メ
蜂
の
巣
駆
除
費
用
の

補
助
助
成
に
つ
い
て

蜂
の
巣
駆
除
道
具
の

貸
出
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
じ

て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
の
保
持
増

進
と
交
流
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

令
和
２
年
10
月
22
日
（
木
）

（
小
雨
決
行
）

荒
天
時
予
備
日

令
和
２
年
10
月
26
日
（
月
）

※「
県
主
催
イ
ベ
ン
ト
等
実
施
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
状
況
に

よ
り
、
大
会
規
模
の
縮
小
や
中
止
、

内
容
の
変
更
を
お
こ
な
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
会
場

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー（
前
橋
市
関
根
町
）他

●
募
集
種
目

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、卓
球
、テ
ニ
ス
、ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
剣

道
、
弓
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

マ
ラ
ソ
ン（
５
，10
ｋ
ｍ
）、水
泳
、ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
囲
碁
、
将
棋
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン （
17
種
目
）  

※
参
加
で
き
る
種
目
は
一
人
一
種

目
で
す
。

●
荒
天
時
の
予
備
日
実
施
種
目

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
マ
ラ

ソ
ン

●
対
象

　
県
内
在
住
の
昭
和
37
年
４
月
１

日
以
前
（
マ
ラ
ソ
ン
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
な
ぎ
な
た
は
昭
和
45

年
４
月
１
日
以
前
）
に
生
ま
れ
た
人

で
、
大
会
に
参
加
し
て
も
支
障
の
な

い
健
康
な
人
。

●
参
加
費
　無
料

●
申
込
締
切

　７
月
中
旬
か
ら
下

旬
（
各
申
込
窓
口
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
）

●
申
込
先

・
富
岡
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
７
４
―
62
―
１
５
４
１

●
問
い
合
わ
せ
 （
公
財
）
群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り

財
団
（
〒
３
７
１
―
８
５
１
７
　
前

橋
市
新
前
橋
町
13
―
12
）　

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
５
１
１

℻
０
２
７
―
２
５
５
―
６
１
６
６

　　
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

下
仁
田
町
の
魅
力
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
地
域
作

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
狙
い
、
写

真
技
術
向
上
・
写
真
文
化
の
発
展

を
目
的
に
開
催
を
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
作
品
応
募
期
間

令
和
2
年
8
月
3
日
（
月
）
〜

12
月
25
日
（
金
）

●
応
募
方
法

　
応
募
票
に
す
べ
て
の
事
項
を
記

入
後
、
作
品
の
裏
面
に
貼
り
、
下

仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課
に
持
参

又
は
郵
送
。

※
応
募
票
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
応
募
作
品
に
つ
い
て

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
1
人
5
点
ま
で
と
し
ま
す
。

・
平
成
31
年
4
月
以
降
に
撮
影
を

し
た
、
下
仁
田
町
内
の
風
景
・
名

所
旧
跡
・
風
俗
行
事
等
の
下
仁
田

町
の
写
真
が
選
考
対
象
と
な
り
ま

す
。

・
作
品
の
提
出
は
カ
ラ
ー
四
ツ
切

プ
リ
ン
ト
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

・
下
仁
田
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
、

応
募
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
、
本

人
が
著
作
権
を
有
す
る
も
の
に
限

り
ま
す
。

・
入
選
作
品
の
版
権
及
び
使
用
権

は
主
催
者
側
に
帰
属
し
、
許
諾
な

く
無
償
で
使
用
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。

●
入
賞
に
つ
い
て

◯
最
優
秀
賞
　
1
名

　
賞
品
（
3
万
円
相
当
）
、
賞
状

◯
優
秀
賞
　
2
名

　
賞
品
（
2
万
円
相
当
）
、
賞
状

◯
入
選
　
3
名

　
賞
品
（
1
万
円
相
当
）
、
賞
状

◯
佳
作
　
10
名
　
賞
状

　
入
選
者
に
は
、
郵
送
で
表
彰
式

の
ご
案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
者
は
提
出
作
品
と
同

じ
原
版
を
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
表
彰
式
は
2
月

下
旬
の
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
５

●
日
時
　
８
月
23
日（
日
）

●
会
場
　
下
仁
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

●
参
加
資
格

下
仁
田
町
在
住
・
在
勤
者

●
プ
レ
ー
代
　

９
，９
５
０
円（
食
事
付
）

●
募
集
人
数
　
48
名

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

に
て
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
７
月
31
日（
金
）

※
プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
、
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
わ
な
い
た
め
参
加
料

は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
　
体
育
協
会
事
務
局

☎
82
―
２
１
１
５
　

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関

や
公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行

政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時

７
月
７
日
、
８
月
４
日
（
毎
月
第

1
火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

（
総
務
課
直
通
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
建
設
水
道
課
で
は
、
計
量
法
に

定
め
ら
れ
た
検
定
有
効
期
間
が
満

了
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
作
業
を
町
指
定
工
事
店
に
委
託

し
て
行
い
ま
す
。
期
間
中
に
委
託

業
者
が
伺
い
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
を
行
い
ま
す
が
、
作
業
に
伴
い

一
時
的
に
断
水
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
取
り
替
え
期
間

７
月
中
旬
〜
９
月
中
旬

●
該
当
地
区

上
水
道
区
域
の
一
部

●
取
り
替
え
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
　
水
道
係

☎
64
―
８
８
０
８
（
直
通
）

　
町
で
は
、
ス
ズ
メ
蜂
の
早
期
発

見
早
期
駆
除
を
促
進
し
、
町
民
の

安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
ス
ズ
メ

蜂
の
駆
除
に
要
し
た
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
町
に
お
い
て
ス
ズ
メ
蜂
が
営
巣

し
た
一
般
住
宅
又
は
土
地
を
所
有

し
、
又
は
賃
借
す
る
個
人
で
あ
っ

て
蜂
駆
除
専
門
業
者
に
よ
り
ス
ズ

メ
蜂
を
駆
除
し
た
者
。
但
し
、
申

請
日
に
納
期
限
が
到
来
し
て
い
な

い
も
の
を
除
い
て
町
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

●
補
助
金
額

　
駆
除
1
件
当
た
り
駆
除
に
要
し

た
費
用
の
2
分
の
1
と
し
、
1
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
申
請
方
法

　
ス
ズ
メ
蜂
の
駆
除
を
実
施
し
た

日
か
ら
１
カ
月
以
内
に
次
の
書
類

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ス
ズ
メ
蜂
駆
除
処
理
に
要
し
た

費
用
の
領
収
書
の
写
し

②
駆
除
前
、
駆
除
後
の
現
場
写
真

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ハ
チ

の
営
巣
活
動
が
活
発
に
な
る
季
節

で
す
。
宅
地
内
で
の
「
ハ
チ
の
巣

駆
除
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ハ
チ

駆
除
用
具
の
貸
出
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
貸
出
用
途

蜂
の
巣
駆
除
に
限
る

●
貸
出
期
間

原
則
１
泊
２
日
ま
で

●
貸
出
器
具

①
蜂
防
護
服 

②
蜂
駆
除
器
具 

（
但

し
、
ス
プ
レ
ー
は
、
個
人
負
担
）

※
蜂
防
護
服
は
、
蜂
の
攻
撃
か
ら

人
体
を
完
全
に
防
護
す
る
も
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
補
助
的
機

能
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　
万
が
一
、
蜂
防
護
服
を
使
用
中

に
事
故
が
発
生
し
て
も
、
町
は
そ

の
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
ご
自
分
で
駆
除
で
き
な
い
と
い
う
方
へ

　
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
専
門

業
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
駆
除
料
金
は
巣
が
あ
る
場
所

や
大
き
さ
で
変
わ
り
ま
す
の
で
、

業
者
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課 

環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

E-m
ail gunshiren@

sjc.ne.jp
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

ぐ
ん
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
参
加
者
募
集

下
仁
田
町
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

行
政
相
談

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

作
業
の
お
知
ら
せ

ス
ズ
メ
蜂
の
巣
駆
除
費
用
の

補
助
助
成
に
つ
い
て

蜂
の
巣
駆
除
道
具
の

貸
出
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
じ

て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
健
康
の
保
持
増

進
と
交
流
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

令
和
２
年
10
月
22
日
（
木
）

（
小
雨
決
行
）

荒
天
時
予
備
日

令
和
２
年
10
月
26
日
（
月
）

※「
県
主
催
イ
ベ
ン
ト
等
実
施
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
状
況
に

よ
り
、
大
会
規
模
の
縮
小
や
中
止
、

内
容
の
変
更
を
お
こ
な
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
会
場

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー（
前
橋
市
関
根
町
）他

●
募
集
種
目

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、卓
球
、テ
ニ
ス
、ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
剣

道
、
弓
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

マ
ラ
ソ
ン（
５
，10
ｋ
ｍ
）、水
泳
、ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
囲
碁
、
将
棋
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン （
17
種
目
）  

※
参
加
で
き
る
種
目
は
一
人
一
種

目
で
す
。

●
荒
天
時
の
予
備
日
実
施
種
目

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
マ
ラ

ソ
ン

●
対
象

　
県
内
在
住
の
昭
和
37
年
４
月
１

日
以
前
（
マ
ラ
ソ
ン
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
な
ぎ
な
た
は
昭
和
45

年
４
月
１
日
以
前
）
に
生
ま
れ
た
人

で
、
大
会
に
参
加
し
て
も
支
障
の
な

い
健
康
な
人
。

●
参
加
費
　無
料

●
申
込
締
切

　７
月
中
旬
か
ら
下

旬
（
各
申
込
窓
口
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
）

●
申
込
先

・
富
岡
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
７
４
―
62
―
１
５
４
１

●
問
い
合
わ
せ

 （
公
財
）
群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り

財
団
（
〒
３
７
１
―
８
５
１
７
　
前

橋
市
新
前
橋
町
13
―
12
）　

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
５
１
１

℻
０
２
７
―
２
５
５
―
６
１
６
６

　　
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

下
仁
田
町
の
魅
力
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
地
域
作

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
狙
い
、
写

真
技
術
向
上
・
写
真
文
化
の
発
展

を
目
的
に
開
催
を
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
作
品
応
募
期
間

令
和
2
年
8
月
3
日
（
月
）
〜

12
月
25
日
（
金
）

●
応
募
方
法

　
応
募
票
に
す
べ
て
の
事
項
を
記

入
後
、
作
品
の
裏
面
に
貼
り
、
下

仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課
に
持
参

又
は
郵
送
。

※
応
募
票
は
下
仁
田
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
応
募
作
品
に
つ
い
て

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
1
人
5
点
ま
で
と
し
ま
す
。

・
平
成
31
年
4
月
以
降
に
撮
影
を

し
た
、
下
仁
田
町
内
の
風
景
・
名

所
旧
跡
・
風
俗
行
事
等
の
下
仁
田

町
の
写
真
が
選
考
対
象
と
な
り
ま

す
。

・
作
品
の
提
出
は
カ
ラ
ー
四
ツ
切

プ
リ
ン
ト
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

・
下
仁
田
町
内
で
撮
影
さ
れ
た
、

応
募
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
、
本

人
が
著
作
権
を
有
す
る
も
の
に
限

り
ま
す
。

・
入
選
作
品
の
版
権
及
び
使
用
権

は
主
催
者
側
に
帰
属
し
、
許
諾
な

く
無
償
で
使
用
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。

●
入
賞
に
つ
い
て

◯
最
優
秀
賞
　
1
名

　
賞
品
（
3
万
円
相
当
）
、
賞
状

◯
優
秀
賞
　
2
名

　
賞
品
（
2
万
円
相
当
）
、
賞
状

◯
入
選
　
3
名

　
賞
品
（
1
万
円
相
当
）
、
賞
状

◯
佳
作
　
10
名
　
賞
状

　
入
選
者
に
は
、
郵
送
で
表
彰
式

の
ご
案
内
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
者
は
提
出
作
品
と
同

じ
原
版
を
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
表
彰
式
は
2
月

下
旬
の
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
５

●
日
時
　
８
月
23
日（
日
）

●
会
場
　
下
仁
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

●
参
加
資
格

下
仁
田
町
在
住
・
在
勤
者

●
プ
レ
ー
代
　

９
，９
５
０
円（
食
事
付
）

●
募
集
人
数
　
48
名

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

に
て
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
７
月
31
日（
金
）

※
プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
、
パ
ー

テ
ィ
ー
を
行
わ
な
い
た
め
参
加
料

は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
課
　
体
育
協
会
事
務
局

☎
82
―
２
１
１
５
　

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関

や
公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行

政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時

７
月
７
日
、
８
月
４
日
（
毎
月
第

1
火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

相
談
室

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１
０

（
総
務
課
直
通
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
建
設
水
道
課
で
は
、
計
量
法
に

定
め
ら
れ
た
検
定
有
効
期
間
が
満

了
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
作
業
を
町
指
定
工
事
店
に
委
託

し
て
行
い
ま
す
。
期
間
中
に
委
託

業
者
が
伺
い
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
を
行
い
ま
す
が
、
作
業
に
伴
い

一
時
的
に
断
水
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
取
り
替
え
期
間

７
月
中
旬
〜
９
月
中
旬

●
該
当
地
区

上
水
道
区
域
の
一
部

●
取
り
替
え
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
　
水
道
係

☎
64
―
８
８
０
８
（
直
通
）

　
町
で
は
、
ス
ズ
メ
蜂
の
早
期
発

見
早
期
駆
除
を
促
進
し
、
町
民
の

安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
ス
ズ
メ

蜂
の
駆
除
に
要
し
た
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
町
に
お
い
て
ス
ズ
メ
蜂
が
営
巣

し
た
一
般
住
宅
又
は
土
地
を
所
有

し
、
又
は
賃
借
す
る
個
人
で
あ
っ

て
蜂
駆
除
専
門
業
者
に
よ
り
ス
ズ

メ
蜂
を
駆
除
し
た
者
。
但
し
、
申

請
日
に
納
期
限
が
到
来
し
て
い
な

い
も
の
を
除
い
て
町
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

●
補
助
金
額

　
駆
除
1
件
当
た
り
駆
除
に
要
し

た
費
用
の
2
分
の
1
と
し
、
1
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
補
助
金
申
請
方
法

　
ス
ズ
メ
蜂
の
駆
除
を
実
施
し
た

日
か
ら
１
カ
月
以
内
に
次
の
書
類

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ス
ズ
メ
蜂
駆
除
処
理
に
要
し
た

費
用
の
領
収
書
の
写
し

②
駆
除
前
、
駆
除
後
の
現
場
写
真

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ハ
チ

の
営
巣
活
動
が
活
発
に
な
る
季
節

で
す
。
宅
地
内
で
の
「
ハ
チ
の
巣

駆
除
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ハ
チ

駆
除
用
具
の
貸
出
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
貸
出
用
途

蜂
の
巣
駆
除
に
限
る

●
貸
出
期
間

原
則
１
泊
２
日
ま
で

●
貸
出
器
具

①
蜂
防
護
服 
②
蜂
駆
除
器
具 

（
但

し
、
ス
プ
レ
ー
は
、
個
人
負
担
）

※
蜂
防
護
服
は
、
蜂
の
攻
撃
か
ら

人
体
を
完
全
に
防
護
す
る
も
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
補
助
的
機

能
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　
万
が
一
、
蜂
防
護
服
を
使
用
中

に
事
故
が
発
生
し
て
も
、
町
は
そ

の
責
任
を
負
え
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
ご
自
分
で
駆
除
で
き
な
い
と
い
う
方
へ

　
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
専
門

業
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
駆
除
料
金
は
巣
が
あ
る
場
所

や
大
き
さ
で
変
わ
り
ま
す
の
で
、

業
者
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課 

環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　　
下
鎌
田
遺
跡
（
現
：
下
仁
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
1
9
8
7
〜
9
0

年
の
発
掘
調
査
で
約
7
0
0
0
年
前
の

地
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
玦
（
け
つ
）

状
耳
飾
り
」
が
作
ら
れ
た
岩
石
の
成
分

を
自
然
史
館
の
中
村
館
長
ら
が
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
日
本
国
内
に
は
な
い
石
の

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
石
の
原
産
地
は
朝
鮮
半
島
か
中
国
の

可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

も
こ
の
時
代
に
大
陸
と
の
交
流
は
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
よ
う
な
石
の
成
分
を
分
析
し
、
交
流

の
存
在
を
示
し
た
研
究
は
初
め
て
で

す
。

　
今
回
の
成
果
発
表
は
、
報
道
機
関
や

専
門
家
の
先
生
か
ら
も
多
く
の
注
目
を

浴
び
ま
し
た
。

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
も
、
馬

山
丘
陵
コ
ー
ス
の
「
人
と
大
地
」
を
め

ぐ
る
話
題
の
一
つ
と
し
て
、
ツ
ア
ー
の

中
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
下
鎌
田
の
耳
飾
り
は
、
下
仁
田
町
歴

史
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
は
他
人
と
の
接
触
を
減
ら
す
こ
と

が
最
善
で
す
が
、
た
ま
に
は
外
の
空
気

を
吸
う
こ
と
も
大
事
で
す
。
そ
ん
な
時

に
散
策
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
西
牧
の
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
入

り
口
（
深
山
橋
）
か
ら
は
、
手
前
に

「
ロ
ウ
ソ
ク
の
よ
う
な
岩
」
が
、
奥
に

は
「
メ
ン
べ
岩
」
と
物
語
山
が
見
ら
れ

ま
す
。

下
鎌
田
遺
跡
出
土
の
耳
飾
り

が
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

下
鎌
田
遺
跡
出
土
の
耳
飾
り

が
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

報
告

景
色
を
見
な
が
ら
下
仁
田
町

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
西
牧
編
）

景
色
を
見
な
が
ら
下
仁
田
町

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
西
牧
編
）

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
「
ロ
ウ
ソ
ク
の
よ
う
な
岩
」
は

9
0
0
〜
7
0
0
万
年
前
火
山
の
噴
火

で
カ
ル
デ
ラ
が
で
き
た
と
き
に
、
30
m

以
上
あ
る
岩
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
倒
れ
て
地

面
に
突
き
刺
さ
っ
て
で
き
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
何
気
な
い
景
色
の
中
に
も
壮
大

な
大
地
の
ド
ラ
マ
が
隠
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
家
の
近
所
を
散
策
し
な

が
ら
、
下
仁
田
の
不
思
議
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
（
散
策
の
際
は
三
密
を

避
け
て
、
マ
ス
ク
着
用
を
お
勧
め
し
ま

す
）

　
７
月
は
、
青
岩
公
園
周
辺
で
ジ
オ
の

日
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
20
日
（
月
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
青
岩
公
園
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
「
青
岩
公
園
」
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

あ
こ
が
れ
し
　
恩
師
し
の
び
て
　

歌
を
詠
み

名
前
連
ね
て
　
記
念
の
碑
建
つ

　
西
牧
南
小
学
校
は
、
１
８
７
４

年
（
明
治
７
）
に
西
牧
南
学
校
と

し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
上
鏑

学
校
第
一
分
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

て
、
１
９
６
０
年
（
昭
和
35
）
に

独
立
校
と
し
て
下
仁
田
町
立
西
牧

南
小
学
校
に
、
１
９
８
６
年
（
昭

和
61
）
３
月
に
下
仁
田
町
立
西
牧

三
校
の
統
合
に
よ
っ
て
閉
校
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
は
校
名
の
改
称
も
あ

り
ま
し
た
。

　
開
校
以
来
１
１
０
年
余
親
し
ま

れ
て
来
た
学
校
跡
地
に
は
１
９
９

７
年
（
平
成
９
）
８
月
に
、
「
荒

船
の
湯
」
が
操
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
施
設
も
２
０
１
９
年

（
令
和
元
）
９
月
閉
（
休
）
館
に

追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

跡
地
に
は
思
い
出
の
記
念
碑
が
そ

あ
こ
が
れ
し
　
恩
師
し
の
び
て
　

歌
を
詠
み

名
前
連
ね
て
　
記
念
の
碑
建
つ

　
西
牧
南
小
学
校
は
、
１
８
７
４

年
（
明
治
７
）
に
西
牧
南
学
校
と

し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
上
鏑

学
校
第
一
分
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

て
、
１
９
６
０
年
（
昭
和
35
）
に

独
立
校
と
し
て
下
仁
田
町
立
西
牧

南
小
学
校
に
、
１
９
８
６
年
（
昭

和
61
）
３
月
に
下
仁
田
町
立
西
牧

三
校
の
統
合
に
よ
っ
て
閉
校
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
は
校
名
の
改
称
も
あ

り
ま
し
た
。

　
開
校
以
来
１
１
０
年
余
親
し
ま

れ
て
来
た
学
校
跡
地
に
は
１
９
９

７
年
（
平
成
９
）
８
月
に
、
「
荒

船
の
湯
」
が
操
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
施
設
も
２
０
１
９
年

（
令
和
元
）
９
月
閉
（
休
）
館
に

追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

跡
地
に
は
思
い
出
の
記
念
碑
が
そ

の
歴
史
の
跡
を
残
し
て
お
り
ま

す
。
碑
は
４
基
で
記
念
樹
の
中
に

ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
お
り
ま
す
。

校
庭
は
な
く
一
部
は
駐
車
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
後
、
こ
の
稿
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
飯
島
富
司
氏
の
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

①
浅
山
典
孝
先
生
の
碑

　
先
生
は
福
井
県
大
野
郡
大
野
町

の
方
で
、
明
治
17
年
〜
同
45
年
２

月
死
亡
さ
れ
る
ま
で
29
年
間
熱
心

に
教
育
に
尽
力
さ
れ
そ
の
功
を
讃

え
、
昭
和
32
年
４
月
に
碑
が
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
並
木
吾
人
（
吾

市
）
の
短
歌

「
海
山
を
　
教
え
賜
ひ
し

　
　
あ
り
し
日
の
　
幼
な
心
で

　
　
　
　
　
　
　   

遺
徳
偲
ば
ん
」

世
話
人
　
発
起
人
　
安
藤
よ
う
、

小
金
沢
勝
、
青
木
満
之
助
、
青
木

金
蔵
、
小
金
沢
京
太
郎
、
並
木
吾

市
、
石
井
政
信
、
黛
文
四
郎
、
黛

の
歴
史
の
跡
を
残
し
て
お
り
ま

す
。
碑
は
４
基
で
記
念
樹
の
中
に

ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
お
り
ま
す
。

校
庭
は
な
く
一
部
は
駐
車
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
後
、
こ
の
稿
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
飯
島
富
司
氏
の
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

①
浅
山
典
孝
先
生
の
碑

　
先
生
は
福
井
県
大
野
郡
大
野
町

の
方
で
、
明
治
17
年
〜
同
45
年
２

月
死
亡
さ
れ
る
ま
で
29
年
間
熱
心

に
教
育
に
尽
力
さ
れ
そ
の
功
を
讃

え
、
昭
和
32
年
４
月
に
碑
が
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
並
木
吾
人
（
吾

市
）
の
短
歌

「
海
山
を
　
教
え
賜
ひ
し

　
　
あ
り
し
日
の
　
幼
な
心
で

　
　
　
　
　
　
　   

遺
徳
偲
ば
ん
」

世
話
人
　
発
起
人
　
安
藤
よ
う
、

小
金
沢
勝
、
青
木
満
之
助
、
青
木

金
蔵
、
小
金
沢
京
太
郎
、
並
木
吾

市
、
石
井
政
信
、
黛
文
四
郎
、
黛

富
三
、
黛
角
二
郎
、
石
工
矢
島
弥

市
刻
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
書
は

富
岡
市
出
身
の
日
展
審
査
委
員

だ
っ
た
黒
澤
潤
先
生
で
す
。

②
新
井
照
吉
先
生
夫
妻
の
碑

　
先
生
は
富
岡
市
高
瀬
出
身
で
、

昭
和
19
年
西
牧
南
分
校
主
任
と
し

て
奉
職
さ
れ
、
同
25
年
つ
ね
先
生

と
同
27
年
３
月
退
職
ま
で
学
校
の

宿
直
室
に
起
居
さ
れ
て
僻
地
教
育

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
同

20
年
に
は
勲
七
等
瑞
宝
章
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
39
年
４
月
に

新
井
照
吉
先
生
夫
妻
が
ご
健
在
の

内
に
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
教

え
子
一
同
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
下
仁
田
町
立
西
牧
南
小
学
校
跡

の
碑

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
３

月
、
下
仁
田
町
立
西
牧
三
校
の
統

合
に
よ
っ
て
つ
い
に
閉
校
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
閉
校
を
記
念

し
て
、
同
年
同
月
に
次
の
碑
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
「
下
仁
田
町
立

西
牧
南
小
学
校
跡
」
の
両
側
に
は

学
校
の
沿
革
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
書
は
城
田
右
善
校
長
で
す
。

富
三
、
黛
角
二
郎
、
石
工
矢
島
弥

市
刻
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
書
は

富
岡
市
出
身
の
日
展
審
査
委
員

だ
っ
た
黒
澤
潤
先
生
で
す
。

②
新
井
照
吉
先
生
夫
妻
の
碑

　
先
生
は
富
岡
市
高
瀬
出
身
で
、

昭
和
19
年
西
牧
南
分
校
主
任
と
し

て
奉
職
さ
れ
、
同
25
年
つ
ね
先
生

と
同
27
年
３
月
退
職
ま
で
学
校
の

宿
直
室
に
起
居
さ
れ
て
僻
地
教
育

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
同

20
年
に
は
勲
七
等
瑞
宝
章
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
39
年
４
月
に

新
井
照
吉
先
生
夫
妻
が
ご
健
在
の

内
に
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
教

え
子
一
同
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
下
仁
田
町
立
西
牧
南
小
学
校
跡

の
碑

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
３

月
、
下
仁
田
町
立
西
牧
三
校
の
統

合
に
よ
っ
て
つ
い
に
閉
校
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
閉
校
を
記
念

し
て
、
同
年
同
月
に
次
の
碑
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
「
下
仁
田
町
立

西
牧
南
小
学
校
跡
」
の
両
側
に
は

学
校
の
沿
革
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
書
は
城
田
右
善
校
長
で
す
。

里
見
哲
夫

西
牧
南
小
学
校
跡
の
記
念
碑

西
牧
南
小
学
校
跡
の
記
念
碑

④
南
分
教
場
寄
付
者
の
碑

　
こ
の
碑
に
は
寄
付
者
と
し
て
、

並
木
安
吉
、
廣
澤
や
す
、
関
係
の

各
集
落
一
同
、
青
年
会
、
処
女

会
、
同
窓
会
一
同
等
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

（
金
額
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
）

　
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
）
７
月

西
牧
村
立
国
民
学
校
神
津
分
教
場

と
し
て
開
校
し
、
１
９
６
９
年

（
昭
和
44
）
９
月
下
仁
田
町
立
西

牧
南
小
学
校
神
津
分
校
閉
校
と
な

り
ま
し
た
。

④
南
分
教
場
寄
付
者
の
碑

　
こ
の
碑
に
は
寄
付
者
と
し
て
、

並
木
安
吉
、
廣
澤
や
す
、
関
係
の

各
集
落
一
同
、
青
年
会
、
処
女

会
、
同
窓
会
一
同
等
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

（
金
額
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
）

　
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
）
７
月

西
牧
村
立
国
民
学
校
神
津
分
教
場

と
し
て
開
校
し
、
１
９
６
９
年

（
昭
和
44
）
９
月
下
仁
田
町
立
西

牧
南
小
学
校
神
津
分
校
閉
校
と
な

り
ま
し
た
。

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

7
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園
周
辺 

” で
す
! !

7
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園
周
辺 

” で
す
! !西牧南小学校跡の記念碑西牧南小学校跡の記念碑

サンスポーツランド周辺南北断面
（イメージ図）
自然史館第三回企画展パネルより作成

「ロウソクのような岩」「ロウソクのような岩」

南（物語山）南（物語山） 北（本宿）北（本宿）

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　　
下
鎌
田
遺
跡
（
現
：
下
仁
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
1
9
8
7
〜
9
0

年
の
発
掘
調
査
で
約
7
0
0
0
年
前
の

地
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
玦
（
け
つ
）

状
耳
飾
り
」
が
作
ら
れ
た
岩
石
の
成
分

を
自
然
史
館
の
中
村
館
長
ら
が
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
日
本
国
内
に
は
な
い
石
の

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
石
の
原
産
地
は
朝
鮮
半
島
か
中
国
の

可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

も
こ
の
時
代
に
大
陸
と
の
交
流
は
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
よ
う
な
石
の
成
分
を
分
析
し
、
交
流

の
存
在
を
示
し
た
研
究
は
初
め
て
で

す
。

　
今
回
の
成
果
発
表
は
、
報
道
機
関
や

専
門
家
の
先
生
か
ら
も
多
く
の
注
目
を

浴
び
ま
し
た
。

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
も
、
馬

山
丘
陵
コ
ー
ス
の
「
人
と
大
地
」
を
め

ぐ
る
話
題
の
一
つ
と
し
て
、
ツ
ア
ー
の

中
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
下
鎌
田
の
耳
飾
り
は
、
下
仁
田
町
歴

史
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
は
他
人
と
の
接
触
を
減
ら
す
こ
と

が
最
善
で
す
が
、
た
ま
に
は
外
の
空
気

を
吸
う
こ
と
も
大
事
で
す
。
そ
ん
な
時

に
散
策
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
西
牧
の
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
入

り
口
（
深
山
橋
）
か
ら
は
、
手
前
に

「
ロ
ウ
ソ
ク
の
よ
う
な
岩
」
が
、
奥
に

は
「
メ
ン
べ
岩
」
と
物
語
山
が
見
ら
れ

ま
す
。

下
鎌
田
遺
跡
出
土
の
耳
飾
り

が
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

下
鎌
田
遺
跡
出
土
の
耳
飾
り

が
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

報
告

景
色
を
見
な
が
ら
下
仁
田
町

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
西
牧
編
）

景
色
を
見
な
が
ら
下
仁
田
町

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
西
牧
編
）

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
「
ロ
ウ
ソ
ク
の
よ
う
な
岩
」
は

9
0
0
〜
7
0
0
万
年
前
火
山
の
噴
火

で
カ
ル
デ
ラ
が
で
き
た
と
き
に
、
30
m

以
上
あ
る
岩
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
倒
れ
て
地

面
に
突
き
刺
さ
っ
て
で
き
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
何
気
な
い
景
色
の
中
に
も
壮
大

な
大
地
の
ド
ラ
マ
が
隠
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
家
の
近
所
を
散
策
し
な

が
ら
、
下
仁
田
の
不
思
議
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
（
散
策
の
際
は
三
密
を

避
け
て
、
マ
ス
ク
着
用
を
お
勧
め
し
ま

す
）

　
７
月
は
、
青
岩
公
園
周
辺
で
ジ
オ
の

日
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
20
日
（
月
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
青
岩
公
園
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
「
青
岩
公
園
」
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

あ
こ
が
れ
し
　
恩
師
し
の
び
て
　

歌
を
詠
み

名
前
連
ね
て
　
記
念
の
碑
建
つ

　
西
牧
南
小
学
校
は
、
１
８
７
４

年
（
明
治
７
）
に
西
牧
南
学
校
と

し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
上
鏑

学
校
第
一
分
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

て
、
１
９
６
０
年
（
昭
和
35
）
に

独
立
校
と
し
て
下
仁
田
町
立
西
牧

南
小
学
校
に
、
１
９
８
６
年
（
昭

和
61
）
３
月
に
下
仁
田
町
立
西
牧

三
校
の
統
合
に
よ
っ
て
閉
校
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
は
校
名
の
改
称
も
あ

り
ま
し
た
。

　
開
校
以
来
１
１
０
年
余
親
し
ま

れ
て
来
た
学
校
跡
地
に
は
１
９
９

７
年
（
平
成
９
）
８
月
に
、
「
荒

船
の
湯
」
が
操
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
施
設
も
２
０
１
９
年

（
令
和
元
）
９
月
閉
（
休
）
館
に

追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

跡
地
に
は
思
い
出
の
記
念
碑
が
そ

あ
こ
が
れ
し
　
恩
師
し
の
び
て
　

歌
を
詠
み

名
前
連
ね
て
　
記
念
の
碑
建
つ

　
西
牧
南
小
学
校
は
、
１
８
７
４

年
（
明
治
７
）
に
西
牧
南
学
校
と

し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
８
８
３
年
（
明
治
16
）
上
鏑

学
校
第
一
分
校
と
改
称
さ
れ
ま
し

て
、
１
９
６
０
年
（
昭
和
35
）
に

独
立
校
と
し
て
下
仁
田
町
立
西
牧

南
小
学
校
に
、
１
９
８
６
年
（
昭

和
61
）
３
月
に
下
仁
田
町
立
西
牧

三
校
の
統
合
に
よ
っ
て
閉
校
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
は
校
名
の
改
称
も
あ

り
ま
し
た
。

　
開
校
以
来
１
１
０
年
余
親
し
ま

れ
て
来
た
学
校
跡
地
に
は
１
９
９

７
年
（
平
成
９
）
８
月
に
、
「
荒

船
の
湯
」
が
操
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
施
設
も
２
０
１
９
年

（
令
和
元
）
９
月
閉
（
休
）
館
に

追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

跡
地
に
は
思
い
出
の
記
念
碑
が
そ

の
歴
史
の
跡
を
残
し
て
お
り
ま

す
。
碑
は
４
基
で
記
念
樹
の
中
に

ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
お
り
ま
す
。

校
庭
は
な
く
一
部
は
駐
車
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
後
、
こ
の
稿
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
飯
島
富
司
氏
の
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

①
浅
山
典
孝
先
生
の
碑

　
先
生
は
福
井
県
大
野
郡
大
野
町

の
方
で
、
明
治
17
年
〜
同
45
年
２

月
死
亡
さ
れ
る
ま
で
29
年
間
熱
心

に
教
育
に
尽
力
さ
れ
そ
の
功
を
讃

え
、
昭
和
32
年
４
月
に
碑
が
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
並
木
吾
人
（
吾

市
）
の
短
歌

「
海
山
を
　
教
え
賜
ひ
し

　
　
あ
り
し
日
の
　
幼
な
心
で

　
　
　
　
　
　
　   

遺
徳
偲
ば
ん
」

世
話
人
　
発
起
人
　
安
藤
よ
う
、

小
金
沢
勝
、
青
木
満
之
助
、
青
木

金
蔵
、
小
金
沢
京
太
郎
、
並
木
吾

市
、
石
井
政
信
、
黛
文
四
郎
、
黛

の
歴
史
の
跡
を
残
し
て
お
り
ま

す
。
碑
は
４
基
で
記
念
樹
の
中
に

ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
お
り
ま
す
。

校
庭
は
な
く
一
部
は
駐
車
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
後
、
こ
の
稿
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
飯
島
富
司
氏
の
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

①
浅
山
典
孝
先
生
の
碑

　
先
生
は
福
井
県
大
野
郡
大
野
町

の
方
で
、
明
治
17
年
〜
同
45
年
２

月
死
亡
さ
れ
る
ま
で
29
年
間
熱
心

に
教
育
に
尽
力
さ
れ
そ
の
功
を
讃

え
、
昭
和
32
年
４
月
に
碑
が
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
並
木
吾
人
（
吾

市
）
の
短
歌

「
海
山
を
　
教
え
賜
ひ
し

　
　
あ
り
し
日
の
　
幼
な
心
で

　
　
　
　
　
　
　   

遺
徳
偲
ば
ん
」

世
話
人
　
発
起
人
　
安
藤
よ
う
、

小
金
沢
勝
、
青
木
満
之
助
、
青
木

金
蔵
、
小
金
沢
京
太
郎
、
並
木
吾

市
、
石
井
政
信
、
黛
文
四
郎
、
黛

富
三
、
黛
角
二
郎
、
石
工
矢
島
弥

市
刻
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
書
は

富
岡
市
出
身
の
日
展
審
査
委
員

だ
っ
た
黒
澤
潤
先
生
で
す
。

②
新
井
照
吉
先
生
夫
妻
の
碑

　
先
生
は
富
岡
市
高
瀬
出
身
で
、

昭
和
19
年
西
牧
南
分
校
主
任
と
し

て
奉
職
さ
れ
、
同
25
年
つ
ね
先
生

と
同
27
年
３
月
退
職
ま
で
学
校
の

宿
直
室
に
起
居
さ
れ
て
僻
地
教
育

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
同

20
年
に
は
勲
七
等
瑞
宝
章
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
39
年
４
月
に

新
井
照
吉
先
生
夫
妻
が
ご
健
在
の

内
に
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
教

え
子
一
同
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
下
仁
田
町
立
西
牧
南
小
学
校
跡

の
碑

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
３

月
、
下
仁
田
町
立
西
牧
三
校
の
統

合
に
よ
っ
て
つ
い
に
閉
校
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
閉
校
を
記
念

し
て
、
同
年
同
月
に
次
の
碑
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
「
下
仁
田
町
立

西
牧
南
小
学
校
跡
」
の
両
側
に
は

学
校
の
沿
革
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
書
は
城
田
右
善
校
長
で
す
。

富
三
、
黛
角
二
郎
、
石
工
矢
島
弥

市
刻
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
書
は

富
岡
市
出
身
の
日
展
審
査
委
員

だ
っ
た
黒
澤
潤
先
生
で
す
。

②
新
井
照
吉
先
生
夫
妻
の
碑

　
先
生
は
富
岡
市
高
瀬
出
身
で
、

昭
和
19
年
西
牧
南
分
校
主
任
と
し

て
奉
職
さ
れ
、
同
25
年
つ
ね
先
生

と
同
27
年
３
月
退
職
ま
で
学
校
の

宿
直
室
に
起
居
さ
れ
て
僻
地
教
育

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
同

20
年
に
は
勲
七
等
瑞
宝
章
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
39
年
４
月
に

新
井
照
吉
先
生
夫
妻
が
ご
健
在
の

内
に
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
教

え
子
一
同
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
下
仁
田
町
立
西
牧
南
小
学
校
跡

の
碑

　
１
９
８
６
年
（
昭
和
61
）
３

月
、
下
仁
田
町
立
西
牧
三
校
の
統

合
に
よ
っ
て
つ
い
に
閉
校
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
閉
校
を
記
念

し
て
、
同
年
同
月
に
次
の
碑
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
「
下
仁
田
町
立

西
牧
南
小
学
校
跡
」
の
両
側
に
は

学
校
の
沿
革
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
書
は
城
田
右
善
校
長
で
す
。

里
見
哲
夫

西
牧
南
小
学
校
跡
の
記
念
碑

西
牧
南
小
学
校
跡
の
記
念
碑

④
南
分
教
場
寄
付
者
の
碑

　
こ
の
碑
に
は
寄
付
者
と
し
て
、

並
木
安
吉
、
廣
澤
や
す
、
関
係
の

各
集
落
一
同
、
青
年
会
、
処
女

会
、
同
窓
会
一
同
等
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

（
金
額
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
）

　
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
）
７
月

西
牧
村
立
国
民
学
校
神
津
分
教
場

と
し
て
開
校
し
、
１
９
６
９
年

（
昭
和
44
）
９
月
下
仁
田
町
立
西

牧
南
小
学
校
神
津
分
校
閉
校
と
な

り
ま
し
た
。

④
南
分
教
場
寄
付
者
の
碑

　
こ
の
碑
に
は
寄
付
者
と
し
て
、

並
木
安
吉
、
廣
澤
や
す
、
関
係
の

各
集
落
一
同
、
青
年
会
、
処
女

会
、
同
窓
会
一
同
等
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

（
金
額
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
）

　
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
）
７
月

西
牧
村
立
国
民
学
校
神
津
分
教
場

と
し
て
開
校
し
、
１
９
６
９
年

（
昭
和
44
）
９
月
下
仁
田
町
立
西

牧
南
小
学
校
神
津
分
校
閉
校
と
な

り
ま
し
た
。

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

7
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園
周
辺 

” で
す
! !

7
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 青
岩
公
園
周
辺 

” で
す
! !西牧南小学校跡の記念碑西牧南小学校跡の記念碑

サンスポーツランド周辺南北断面
（イメージ図）
自然史館第三回企画展パネルより作成

「ロウソクのような岩」「ロウソクのような岩」

南（物語山）南（物語山） 北（本宿）北（本宿）

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
本
年
、
結
成
50
周
年
を
迎
え
る

『
富
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
荻

野
匡
司
会
長
）
』
か
ら
、
下
仁
田

小
学
校
の
図
書
環
境
充
実
を
目
的

に
「
富
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫
」
創

設
用
と
し
て
、
図
書
券
11
万
円
分

を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
６
月
２
日
の
朝
礼
で
全
児
童
の

前
で
手
渡
さ
れ
、
そ
の
後
、
下
仁

田
町
長
へ
報
告
し
て
頂
き
ま
し

た
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

「
富
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫
」
創
設

〜
結
成
50
周
年
記
念
事
業
で
下
仁
田
小
学
校
に
〜

　
６
月
17
日
、
富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
様
（
茂
木
龍
治
会
長
）
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
費
用
と
し
て
金
５
万
円

の
浄
財
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 富

岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
へ
浄
財
の
ご
寄
付

　
６
月
１
日
、
群
馬
県
立
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
「
世
界
を
変
え
る
生

糸
の
力
」
研
究
所
（
愛
称
：
セ
カ

イ
ト
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
の
原
町
長
は
、
藤
岡

市
長
、
伊
勢
崎
市
長
と
共
に
役
場

か
ら
ｗ
ｅ
ｂ
出
演
（
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

し
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

群
馬
県
立
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

「
セ
カ
イ
ト
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
紫
陽
花
を
育
て
る
会
（
土
屋
稔

会
長
）
の
広
域
的
な
観
光
振
興
へ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
西
上
州
観

光
振
興
連
盟
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

会
員
各
位
に
は
町
の
玄
関
口
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
集
客
の
た
め
、

植
栽
、
除
草
、
祭
り
運
営
な
ど
多

面
に
わ
た
り
ご
尽
力
頂
い
て
い
ま

す
。 紫

陽
花
を
育
て
る
会

西
上
州
観
光
振
興
連
盟
表
彰

　
本
年
３
月
13
日
に
逝
去
さ
れ
た

元
下
仁
田
町
議
会
議
員
の
故
上
原

光
雄
氏
（
南
野
牧
）
は
、
昭
和
30

年
か
ら
連
続
８
期
32
年
の
長
き
に

わ
た
り
在
職
し
下
仁
田
町
の
発
展

に
多
大
な
る
ご
貢
献
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
地
方
自
治
へ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
叙
位
と
し
て
正
六
位
が
授
与
さ

れ
、
６
月
１
日
、
下
仁
田
町
長
よ

り
伝
達
い
た
し
ま
し
た
。

故

　上
原
光
雄
氏

正
六
位
の
叙
位
受
章

　
創
業
昭
和
30
年
、
蒟
蒻
製
粉
加

工
業
の
㈱
小
山
商
店
の
代
表 

小
山

淳
旨
社
長
は
、
群
馬
県
蒟
蒻
原
料

商
工
業
協
同
組
合
の
理
事
長
を
歴

任
し
、
地
域
産
業
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
群
馬

県
知
事
よ
り
群
馬
県
総
合
表
彰
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
総
合
表
彰

群
馬
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協
同
組
合
の

小
山
淳
旨
理
事
長 

受
賞
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

　
本
年
、
結
成
50
周
年
を
迎
え
る

『
富
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
荻

野
匡
司
会
長
）
』
か
ら
、
下
仁
田

小
学
校
の
図
書
環
境
充
実
を
目
的

に
「
富
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫
」
創

設
用
と
し
て
、
図
書
券
11
万
円
分

を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
６
月
２
日
の
朝
礼
で
全
児
童
の

前
で
手
渡
さ
れ
、
そ
の
後
、
下
仁

田
町
長
へ
報
告
し
て
頂
き
ま
し

た
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

「
富
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫
」
創
設

〜
結
成
50
周
年
記
念
事
業
で
下
仁
田
小
学
校
に
〜

　
６
月
17
日
、
富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
様
（
茂
木
龍
治
会
長
）
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
費
用
と
し
て
金
５
万
円

の
浄
財
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 富

岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
へ
浄
財
の
ご
寄
付

　
６
月
１
日
、
群
馬
県
立
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
「
世
界
を
変
え
る
生

糸
の
力
」
研
究
所
（
愛
称
：
セ
カ

イ
ト
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
仁
田
町
の
原
町
長
は
、
藤
岡

市
長
、
伊
勢
崎
市
長
と
共
に
役
場

か
ら
ｗ
ｅ
ｂ
出
演
（
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

し
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。

群
馬
県
立
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

「
セ
カ
イ
ト
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
紫
陽
花
を
育
て
る
会
（
土
屋
稔

会
長
）
の
広
域
的
な
観
光
振
興
へ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
西
上
州
観

光
振
興
連
盟
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

会
員
各
位
に
は
町
の
玄
関
口
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
集
客
の
た
め
、

植
栽
、
除
草
、
祭
り
運
営
な
ど
多

面
に
わ
た
り
ご
尽
力
頂
い
て
い
ま

す
。 紫

陽
花
を
育
て
る
会

西
上
州
観
光
振
興
連
盟
表
彰

　
本
年
３
月
13
日
に
逝
去
さ
れ
た

元
下
仁
田
町
議
会
議
員
の
故
上
原

光
雄
氏
（
南
野
牧
）
は
、
昭
和
30

年
か
ら
連
続
８
期
32
年
の
長
き
に

わ
た
り
在
職
し
下
仁
田
町
の
発
展

に
多
大
な
る
ご
貢
献
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
地
方
自
治
へ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
叙
位
と
し
て
正
六
位
が
授
与
さ

れ
、
６
月
１
日
、
下
仁
田
町
長
よ

り
伝
達
い
た
し
ま
し
た
。

故

　上
原
光
雄
氏

正
六
位
の
叙
位
受
章

　
創
業
昭
和
30
年
、
蒟
蒻
製
粉
加

工
業
の
㈱
小
山
商
店
の
代
表 

小
山

淳
旨
社
長
は
、
群
馬
県
蒟
蒻
原
料

商
工
業
協
同
組
合
の
理
事
長
を
歴

任
し
、
地
域
産
業
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
群
馬

県
知
事
よ
り
群
馬
県
総
合
表
彰
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
総
合
表
彰

群
馬
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協
同
組
合
の

小
山
淳
旨
理
事
長 

受
賞
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令
和
元
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の

作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、

人
権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
元
年
度
の
も
の
で

す
。

　
ぼ
く
は
、「
負
け
る
な
！
千
太
」と
い
う
ビ
デ
オ
を
見

ま
し
た
。「
負
け
る
な
！
千
太
」に
は
、い
ろ
い
ろ
な
虫

が
出
て
き
ま
す
。そ
れ
は
、泣
き
虫
、笑
い
虫
、怒
り
虫

な
ど
感
情
の
虫
と
い
じ
め
虫
、チ
ク
り
虫
、弱
虫
な
ど

の
気
持
ち
の
変
化
で
出
て
く
る
虫
が
い
ま
し
た
。

　
千
太
く
ん
は
、弱
虫
で
虫
が
好
き
な
男
の
子
で
す
。

千
太
く
ん
の
ク
ラ
ス
で
は
、い
つ
も
一
人
の
女
の
子
が
二

人
の
男
の
子
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、毎

日
い
じ
め
ら
れ
て
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。あ

る
日
、千
太
く
ん
が
先
生
に
そ
の
こ
と
を
言
っ
た
か
も

し
れ
な
い
、と
い
う
う
わ
さ
が
広
ま
って
、今
度
は
千
太

く
ん
が
二
人
の
男
の
子
に
い
じ
め
ら
れ
始
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。ぼ
く
は
、い
じ
め
て
い
る
男
の
子
は
、悪
い
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。千
太
く
ん
への
い
じ
め
は
日
に
日
に
大

き
く
な
って
、い
じ
め
て
い
る
子
は
ゴ
キ
ブ
リ
を
箱
の
中

に
入
れ
て
、千
太
く
ん
の
机
に
乗
せ
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

自
分
が
さ
れ
た
ら
い
や
だ
な
ぁ
と
、悲
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　
千
太
く
ん
の
学
校
に
夏
休
み
が
来
ま
し
た
。ぼ
く

は
、こ
れ
で
千
太
く
ん
は
、い
じ
め
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。千
太
く
ん
が
公
園
に
行
く
と
、ひ
び
き
先
生
と

い
う
人
に
出
会
い
ま
し
た
。千
太
く
ん
は
、毎
日
こ
の

公
園
を
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ぼ
く
は
、千
太
く

ん
に
楽
し
い
こ
と
が
で
き
て
、よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。千
太
く
ん
が
図
書
館
で
難
し
い
虫
の
本
を
読
ん
で

い
た
ら
、め
が
ね
を
か
け
た
子
が
千
太
く
ん
に
友
達
に

な
ろ
う
と
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。ぼ
く
は
千
太
く

ん
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
見
て
、自
分
も
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。そ
の
あ
と
、千
太
く
ん
が
ラ
ンニン
グ
を

始
め
る
と
、同
じ
公
園
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
子

が
、友
達
に
な
ろ
う
と
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。千
太

く
ん
に
友
達
が
ど
ん
ど
ん
ふ
え
て
、「
千
太
く
ん
、よ

か
っ
た
ね
。」と
思
い
ま
し
た
。ひ
び
き
先
生
、千
太
く

ん
、め
が
ね
を
か
け
た
子
、ラ
ン
ニン
グ
を
し
て
い
た
子
、

四
人
で
セ
ミ
の
音
楽
会
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
だ
な
ぁ
と
、ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。あ
と
か

ら
千
太
く
ん
の
ク
ラ
ス
の
女
の
子
が
入
り
ま
し
た
。五

人
で
セ
ミ
の
音
楽
会
を
聞
き
ま
し
た
。そ
の
あ
と
、ラ

ンニン
グ
を
し
て
い
た
子
が
電
車
で
行
って
し
ま
い
ま
し

た
。千
太
く
ん
の
悲
し
い
顔
を
見
て
、自
分
も
悲
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、夏
休
み
が
終
わ
っ

て
千
太
く
ん
が
学
校
へ
行
く
と
、い
じ
め
て
い
る
子
が

乗
せ
た
箱
が
千
太
く
ん
の
机
に
乗
せ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
千
太
く
ん
が
そ
れ
を
開
け
る
と
、セ
ミ
の
死
が
い
が

箱
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。ぼ
く
は
、セ
ミ
が
か
わ
い
そ

う
だ
と
思
い
ま
し
た
。千
太
く
ん
が
か
わ
い
そ
う
な
顔

を
し
た
ら
、セ
ミ
の
音
楽
会
に
い
た
女
の
子
が
、千
太
く

ん
を
い
じ
め
て
い
た
子
に「
や
め
な
さ
い
。」と
声
を
か

け
ま
し
た
。い
じ
め
て
い
た
子
は
、女
の
子
を
お
し
た
お

し
ま
し
た
。ぼ
く
が
も
し
、こ
の
と
き
同
じ
立
場
だ
っ

た
ら
悪
い
と
思
う
け
ど
、止
め
に
行
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。そ
れ
を
見
た
千
太
く
ん
は
、勇
気
を
も
って「
鳴

け
な
い
セ
ミ
の
気
持
ち
を
考
え
ろ
」と
、言
い
ま
し
た
。

す
る
と
、み
ん
な
泣
き
始
め
ま
し
た
。ぼ
く
は
、「
千
太

く
ん
、よ
く
言
っ
た
。」と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に「
自
分
が
人
権
の
こ
と
を
ど
う
思
って
い
る

か
」と
、「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
」を
考
え
ま
し

た
。ぼ
く
は
、人
権
は
絶
対
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
人
権
が
な
い
と
、け
ん
か
が
多
く

な
って
悲
し
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
に
な
る
と
思

う
か
ら
で
す
。そ
れ
を
な
く
す
た
め
に
は
、人
の
気
持

ち
を
よ
く
考
え
る
。人
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
人
に

は
、ま
わ
り
の
人
や
友
達
が
教
え
て
あ
げ
る
。と
い
う

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。で
も
、教
え
て
あ
げ

る
に
は
、勇
気
が
必
要
で
す
。ぼ
く
は
、そ
の
勇
気
を

出
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

作文
優秀賞

人
権
に
つ
い
て
下
仁
田
小
学
校

　四
年

　
　市
川

　舜
晟

い
ち
か
わ

さ
い
と
う

そ
ら

もてき ゆい

し
ゅ
ん
せ
い

作文
優秀賞

暴
力
を
受
け
て
い
い
人
は
一
人
も
い
な
い

下
仁
田
小
学
校

　六
年

　齋
藤

　蒼
天

　
み
な
さ
ん
は
、人
権
と
聞
い
て
思
い
う
か
ぶ
の
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
。「
い
じ
め
」と
思
い
う
か
ぶ
人
は
多

い
で
し
ょ
う
。い
じ
め
と
は
と
て
も
ひ
ど
く
心
に
も
体

に
も
と
て
も
辛
い
も
の
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、な
ぜ
人
は
い
じ
め
を
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。ぼ
く
は
、い
じ
め
て
い
る
人
は
と
て
も
心
が
せ
ま

く
、身
体
的
な
こ
と
や
そ
の
人
の
個
性
や
苦
手
な
こ
と

な
ど
を
強
く
言
って
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。

　
そ
も
そ
も
、な
ぜ
ぼ
く
が
い
じ
め
に
つい
て
考
え
た
の

か
と
い
う
と
、ぼ
く
の
周
り
で
も
時
々
い
じ
め
に
な
り

か
け
た
言
葉
遣
い
が
あ
っ
た
り
、ニュ
ー
ス
で
い
じ
め
に

よ
って
自
殺
し
た
人
が
い
る
と
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。さ
ら
に
最
近
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
も
い
じ
め
が
起
き
て
い
る
と
も
聞

き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
ぼ
く
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
じ
め
に

つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。す
る
と
、そ
こ

に
は
ぼ
く
と
違
う
考
え
を
も
っ
て
い
る
人
が
い
ま
し

た
。そ
の
人
は「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
は
優
し
す
ぎ
だ

か
ら
い
じ
め
ら
れ
、優
し
い
か
ら
断
れ
な
い
。」と
考
え

て
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、あ
ま
り

よ
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。優
し
す
ぎ
る
の
で
あ
れ
ば
、

周
り
の
人
が
そ
の
人
で
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
環
境

を
作
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。し
か
し
さ
ら
に
調
べ

て
い
く
と
、と
て
も
素
晴
ら
し
い
言
葉
も
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
は
、「
暴
力
を
受
け
て
い
い
人
は一
人
も
い
な

い
。」と
い
う
も
の
で
し
た
。ぼ
く
は
そ
の
言
葉
に
確
か

に
そ
の
通
り
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、調
べ
た
こ
と
に
よ
って
様
々
な
考
え
方

が
生
ま
れ
ま
し
た
。こ
の
経
験
が
む
だ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
た

り
、そ
の
人
が
気
持
ち
を
伝
え
や
す
い
よ
う
な
環
境

を
作
れ
る
よ
う
に
し
た
り
し
、も
ち
ろ
ん
自
分
自
身

も
い
じ
め
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

人権ポスター
優秀賞

下仁田中学校1年　茂木　結衣
「家族のありがたみ」ふくだ しん

色々に　
　　個性はあるよ　
　　　　　　　虹の色

下仁田小学校　1年　　福田　心

人権標語
優秀賞

いちかわ あんじゅ

そのことば　
　　あいては　どんな　
　　　　　　かおしてる？

下仁田小学校　1年　　市川　杏樹

人権標語
優秀賞

いわい

あいさつで　
　　みんなをつなげる　
　　　　　　えがおのわ

下仁田小学校　1年　　岩井　らん

人権標語
優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品
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令
和
元
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の

作
品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、

人
権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校・学
年
は
、令
和
元
年
度
の
も
の
で

す
。

　
ぼ
く
は
、「
負
け
る
な
！
千
太
」と
い
う
ビ
デ
オ
を
見

ま
し
た
。「
負
け
る
な
！
千
太
」に
は
、い
ろ
い
ろ
な
虫

が
出
て
き
ま
す
。そ
れ
は
、泣
き
虫
、笑
い
虫
、怒
り
虫

な
ど
感
情
の
虫
と
い
じ
め
虫
、チ
ク
り
虫
、弱
虫
な
ど

の
気
持
ち
の
変
化
で
出
て
く
る
虫
が
い
ま
し
た
。

　
千
太
く
ん
は
、弱
虫
で
虫
が
好
き
な
男
の
子
で
す
。

千
太
く
ん
の
ク
ラ
ス
で
は
、い
つ
も
一
人
の
女
の
子
が
二

人
の
男
の
子
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、毎

日
い
じ
め
ら
れ
て
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。あ

る
日
、千
太
く
ん
が
先
生
に
そ
の
こ
と
を
言
っ
た
か
も

し
れ
な
い
、と
い
う
う
わ
さ
が
広
ま
って
、今
度
は
千
太

く
ん
が
二
人
の
男
の
子
に
い
じ
め
ら
れ
始
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。ぼ
く
は
、い
じ
め
て
い
る
男
の
子
は
、悪
い
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。千
太
く
ん
への
い
じ
め
は
日
に
日
に
大

き
く
な
って
、い
じ
め
て
い
る
子
は
ゴ
キ
ブ
リ
を
箱
の
中

に
入
れ
て
、千
太
く
ん
の
机
に
乗
せ
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

自
分
が
さ
れ
た
ら
い
や
だ
な
ぁ
と
、悲
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

　
千
太
く
ん
の
学
校
に
夏
休
み
が
来
ま
し
た
。ぼ
く

は
、こ
れ
で
千
太
く
ん
は
、い
じ
め
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。千
太
く
ん
が
公
園
に
行
く
と
、ひ
び
き
先
生
と

い
う
人
に
出
会
い
ま
し
た
。千
太
く
ん
は
、毎
日
こ
の

公
園
を
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ぼ
く
は
、千
太
く

ん
に
楽
し
い
こ
と
が
で
き
て
、よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。千
太
く
ん
が
図
書
館
で
難
し
い
虫
の
本
を
読
ん
で

い
た
ら
、め
が
ね
を
か
け
た
子
が
千
太
く
ん
に
友
達
に

な
ろ
う
と
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。ぼ
く
は
千
太
く

ん
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
を
見
て
、自
分
も
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。そ
の
あ
と
、千
太
く
ん
が
ラ
ンニン
グ
を

始
め
る
と
、同
じ
公
園
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
子

が
、友
達
に
な
ろ
う
と
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。千
太

く
ん
に
友
達
が
ど
ん
ど
ん
ふ
え
て
、「
千
太
く
ん
、よ

か
っ
た
ね
。」と
思
い
ま
し
た
。ひ
び
き
先
生
、千
太
く

ん
、め
が
ね
を
か
け
た
子
、ラ
ン
ニン
グ
を
し
て
い
た
子
、

四
人
で
セ
ミ
の
音
楽
会
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
だ
な
ぁ
と
、ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。あ
と
か

ら
千
太
く
ん
の
ク
ラ
ス
の
女
の
子
が
入
り
ま
し
た
。五

人
で
セ
ミ
の
音
楽
会
を
聞
き
ま
し
た
。そ
の
あ
と
、ラ

ンニン
グ
を
し
て
い
た
子
が
電
車
で
行
って
し
ま
い
ま
し

た
。千
太
く
ん
の
悲
し
い
顔
を
見
て
、自
分
も
悲
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、夏
休
み
が
終
わ
っ

て
千
太
く
ん
が
学
校
へ
行
く
と
、い
じ
め
て
い
る
子
が

乗
せ
た
箱
が
千
太
く
ん
の
机
に
乗
せ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
千
太
く
ん
が
そ
れ
を
開
け
る
と
、セ
ミ
の
死
が
い
が

箱
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。ぼ
く
は
、セ
ミ
が
か
わ
い
そ

う
だ
と
思
い
ま
し
た
。千
太
く
ん
が
か
わ
い
そ
う
な
顔

を
し
た
ら
、セ
ミ
の
音
楽
会
に
い
た
女
の
子
が
、千
太
く

ん
を
い
じ
め
て
い
た
子
に「
や
め
な
さ
い
。」と
声
を
か

け
ま
し
た
。い
じ
め
て
い
た
子
は
、女
の
子
を
お
し
た
お

し
ま
し
た
。ぼ
く
が
も
し
、こ
の
と
き
同
じ
立
場
だ
っ

た
ら
悪
い
と
思
う
け
ど
、止
め
に
行
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。そ
れ
を
見
た
千
太
く
ん
は
、勇
気
を
も
って「
鳴

け
な
い
セ
ミ
の
気
持
ち
を
考
え
ろ
」と
、言
い
ま
し
た
。

す
る
と
、み
ん
な
泣
き
始
め
ま
し
た
。ぼ
く
は
、「
千
太

く
ん
、よ
く
言
っ
た
。」と
思
い
ま
し
た
。

　
最
後
に「
自
分
が
人
権
の
こ
と
を
ど
う
思
って
い
る

か
」と
、「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
」を
考
え
ま
し

た
。ぼ
く
は
、人
権
は
絶
対
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
人
権
が
な
い
と
、け
ん
か
が
多
く

な
って
悲
し
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
に
な
る
と
思

う
か
ら
で
す
。そ
れ
を
な
く
す
た
め
に
は
、人
の
気
持

ち
を
よ
く
考
え
る
。人
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
い
人
に

は
、ま
わ
り
の
人
や
友
達
が
教
え
て
あ
げ
る
。と
い
う

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。で
も
、教
え
て
あ
げ

る
に
は
、勇
気
が
必
要
で
す
。ぼ
く
は
、そ
の
勇
気
を

出
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

作文
優秀賞

人
権
に
つ
い
て
下
仁
田
小
学
校

　四
年

　
　市
川

　舜
晟

い
ち
か
わ

さ
い
と
う

そ
ら

もてき ゆい

し
ゅ
ん
せ
い

作文
優秀賞

暴
力
を
受
け
て
い
い
人
は
一
人
も
い
な
い

下
仁
田
小
学
校

　六
年

　齋
藤

　蒼
天

　
み
な
さ
ん
は
、人
権
と
聞
い
て
思
い
う
か
ぶ
の
は
ど

ん
な
こ
と
で
す
か
。「
い
じ
め
」と
思
い
う
か
ぶ
人
は
多

い
で
し
ょ
う
。い
じ
め
と
は
と
て
も
ひ
ど
く
心
に
も
体

に
も
と
て
も
辛
い
も
の
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、な
ぜ
人
は
い
じ
め
を
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。ぼ
く
は
、い
じ
め
て
い
る
人
は
と
て
も
心
が
せ
ま

く
、身
体
的
な
こ
と
や
そ
の
人
の
個
性
や
苦
手
な
こ
と

な
ど
を
強
く
言
って
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。

　
そ
も
そ
も
、な
ぜ
ぼ
く
が
い
じ
め
に
つい
て
考
え
た
の

か
と
い
う
と
、ぼ
く
の
周
り
で
も
時
々
い
じ
め
に
な
り

か
け
た
言
葉
遣
い
が
あ
っ
た
り
、ニュ
ー
ス
で
い
じ
め
に

よ
って
自
殺
し
た
人
が
い
る
と
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。さ
ら
に
最
近
で
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
も
い
じ
め
が
起
き
て
い
る
と
も
聞

き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
ぼ
く
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
じ
め
に

つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。す
る
と
、そ
こ

に
は
ぼ
く
と
違
う
考
え
を
も
っ
て
い
る
人
が
い
ま
し

た
。そ
の
人
は「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
は
優
し
す
ぎ
だ

か
ら
い
じ
め
ら
れ
、優
し
い
か
ら
断
れ
な
い
。」と
考
え

て
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、あ
ま
り

よ
く
な
い
と
思
い
ま
し
た
。優
し
す
ぎ
る
の
で
あ
れ
ば
、

周
り
の
人
が
そ
の
人
で
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
環
境

を
作
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。し
か
し
さ
ら
に
調
べ

て
い
く
と
、と
て
も
素
晴
ら
し
い
言
葉
も
あ
り
ま
し

た
。そ
れ
は
、「
暴
力
を
受
け
て
い
い
人
は一
人
も
い
な

い
。」と
い
う
も
の
で
し
た
。ぼ
く
は
そ
の
言
葉
に
確
か

に
そ
の
通
り
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、調
べ
た
こ
と
に
よ
って
様
々
な
考
え
方

が
生
ま
れ
ま
し
た
。こ
の
経
験
が
む
だ
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
た

り
、そ
の
人
が
気
持
ち
を
伝
え
や
す
い
よ
う
な
環
境

を
作
れ
る
よ
う
に
し
た
り
し
、も
ち
ろ
ん
自
分
自
身

も
い
じ
め
を
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

人権ポスター
優秀賞

下仁田中学校1年　茂木　結衣
「家族のありがたみ」ふくだ しん

色々に　
　　個性はあるよ　
　　　　　　　虹の色

下仁田小学校　1年　　福田　心

人権標語
優秀賞

いちかわ あんじゅ

そのことば　
　　あいては　どんな　
　　　　　　かおしてる？

下仁田小学校　1年　　市川　杏樹

人権標語
優秀賞

いわい

あいさつで　
　　みんなをつなげる　
　　　　　　えがおのわ

下仁田小学校　1年　　岩井　らん

人権標語
優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品
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左
記
の
点
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
今
後
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
場
合

に
は
、中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

・
か
か
り
つ
け
の
方
も
健
診
を
希
望

す
る
場
合
は
、診
療
日
以
外
の
日
に

予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、医
師
は
選
べ
ま
せ
ん
の
で
、ご
了

承
く
だ
さ
い
。

・
受
け
入
れ
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、予
約
を
お
断
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
期
間

令
和
2
年
7
月
8
日（
水
）〜

令
和
3
年
1
月
29
日（
金
）の
月
〜
金

曜
日

　

※
土
日
、祝
・
祭
日
、10
・
11
月
は
除
く

●
会
場
　下
仁
田
厚
生
病
院 

●
受
付
時
間

午
前
11
時
30
分
〜
正
午

※
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
み
の
方
は

午
後
２
時
〜
午
後
２
時
30
分

●
健
診
内
容

国
保
特
定
健
康
診
査（
無
料
）

後
期
高
齢
者
健
康
診
査（
無
料
）

若
年
者
健
康
診
査（
１
，０
０
０
円
）

結
核（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）検
診（
５
０
０

円
※
４
月
１
日
現
在
64
歳
以
上
は

無
料
）

肺
が
ん
検
診（
５
０
０
円
）

大
腸
が
ん
検
診（
５
０
０
円
）

前
立
腺
が
ん
検
診（
１
，０
０
０
円
）

骨
密
度
測
定（
５
０
０
円
）

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査（
５
０
０
円
）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
無
料
）

※
保
険
資
格
や
年
齢
等
に
よ
り
受

診
で
き
る
項
目
が
変
わ
り
ま
す
。

●
持
ち
物

保
険
証（
国
保
特
定
健
康
診
査
希
望

者
の
み
）・
受
診
料
・
質
問
票

●
注
意
事
項

・
個
別
健
診
は
事
前
予
約
制
で
す
。

・
健
診
当
日
自
宅
で
検
温
を
お
願
い

し
ま
す
。（
3
7
・
0
℃
以
上
の
方
は

健
診
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

・マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

保
健
課 

保
健
推
進
係 

（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）　

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

7
月
か
ら
個
別
健
診
を
開
始
し
ま
す
！

〜
予
約
申
込
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
〜

―
重
要
な
お
知
ら
せ
―

健康健康

　
認
知
症
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
す

る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。誰
も
が
認
知

症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、関
わ
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
身
近
な
病
気
で

す
。し
か
し
、早
く
気
付
い
て
対
応
す
る

こ
と
で
、症
状
の
軽
減
や
進
行
を
遅
ら
せ

る
事
が
で
き
ま
す
。

●
早
期
発
見
、受
診
が
大
切
で
す

◯
早
期
治
療
で
改
善
が
み
ら
れ
、進
行
を

遅
ら
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。

◯
症
状
か
ら
認
知
症
と「
間
違
え
や
す
い
」

病
気
も
あ
り
ま
す
。

・
2
〜
3
か
月
で
物
忘
れ
が
急
激
に
進
行

し
た

・
最
近
、転
ん
で
頭
を
打
っ
て
か
ら
物
忘

れ
が
で
て
き
た

・
身
近
な
人
の
死
な
ど
の
心
理
的
な
変
化

後
に
物
忘
れ
が
増
え
た

　
一
時
的
に
現
れ
る
認
知
症
の
よ
う
な

症
状
は
治
療
に
よ
っ
て
治
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

　
正
常
圧
水
頭
症
、慢
性
硬
膜
下
血
腫
、

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
、う
つ
病
な
ど

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。薬
の
影
響
や
飲

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
も
似
た
症
状
が
で
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●「
軽
度
認
知
障
害（
M
C
I
）」の
発
見

と
対
処
が
重
要
で
す
。軽
度
認
知
障
害

（
M
C
I
）は
、認
知
症
の
前
段
階
の
予
備

軍
な
の
で
、発
見
し
て
適
切
に
対
処
す
れ

ば
認
知
機
能
を
回
復
し
た
り
維
持
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

●
事
前
に「
認
知
症
と
向
き
合
う
」準
備

が
で
き
ま
す
。

●
受
診
に
つ
い
て

●
ま
ず
、か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　
ご
本
人
や
ご
家
族
の
日
頃
の
状
況
を
、

よ
く
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。必
要
に

応
じ
て
専
門
医
療
機
関（
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
）に
紹
介
を
し
て
く
れ
ま

す
。受
診
の
時
に
、気
に
な
る
こ
と
を
ま

と
め
て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

　
受
診
の
際
に
は
、感
染
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　「
自
分
が
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」と

い
う
不
安
は
、と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。

ご
家
族
や
周
囲
の
人
が
受
診
を
勧
め
て

も
拒
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ど
う
し
て
も

受
診
で
き
な
い
時
に
は
、か
か
り
つ
け
医

か
ら
勧
め
て
も
ら
っ
た
り
、包
括
支
援
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

赤
岡
　
優
子

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係
　

☎
64
―
８
８
０
４（
直
通
）

シ
リ
ー
ズ
　
認
知
症
　
N
O
・
２

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜 【問い合わせ先】福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

●健康教室について
新型コロナウイルス感染症予防のため、以下の通りとなります。
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

●からだとお口を動かしましょう
自粛生活後、体力の衰えを感じていませんか？生活不活発に注意して、楽しい時間を過ごすために、
やってみましょう

引き続き感染予防　～うつらない♥うつさない♥
・手洗い
・咳エチケット（マスクを着用）
・少しでも体調が悪いときは無理をしない
・集まりに参加する時は、換気をして、近距離での会話を控えましょう
・免疫アップのために、良く眠り、バランスよく食べましょう

ちょこっとスクワット ～『歩く』にプラスで、太ももの筋肉を鍛えます
①両足を肩幅くらいに開き、しっかりした椅子の背もたれ、（3回程度）
　テーブルの端などにつかまります。                       
②前かがみにならないように注意しながら、ゆっくり腰を落とします。
　できるだけ膝がつま先より前に出ないように。
③膝が4分の１くらいまで曲がったら、ゆっくり伸ばして元の姿勢に戻ります。 
※膝はできる範囲で、無理は禁物。

お口、元気に！　～飲み込む力を高め、むせにくく♥
●パタカラ体操　「パ」「タ」「カ」「ラ」と、はっきり発音。

●「早口言葉」に挑戦！　歌やおしゃべりに加えて

コグニサイズ
いきいき健康教室

教室名
当面中止※再開時お知らせします
令和２年度全教室中止

・つみ草　つみ豆　つみ山椒
・すももも　桃も　桃のうち　桃も　すももも　桃のうち
・カエルぴょこぴょこ　三ぴょこぴょこ　あわせてぴょこぴょこ　六ぴょこぴょこ
・瓜売りが瓜売りにきて　瓜売り残し　瓜売り帰る　瓜売りの声
・隣の竹垣に竹立てかけたのは　竹立てかけたかったので　竹立てかけた

パ タ カ ラ ３回程度
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報しもにた

左
記
の
点
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
今
後
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
場
合

に
は
、中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

・
か
か
り
つ
け
の
方
も
健
診
を
希
望

す
る
場
合
は
、診
療
日
以
外
の
日
に

予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、医
師
は
選
べ
ま
せ
ん
の
で
、ご
了

承
く
だ
さ
い
。

・
受
け
入
れ
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、予
約
を
お
断
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
期
間

令
和
2
年
7
月
8
日（
水
）〜

令
和
3
年
1
月
29
日（
金
）の
月
〜
金

曜
日

　

※
土
日
、祝
・
祭
日
、10
・
11
月
は
除
く

●
会
場
　下
仁
田
厚
生
病
院 

●
受
付
時
間

午
前
11
時
30
分
〜
正
午

※
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
み
の
方
は

午
後
２
時
〜
午
後
２
時
30
分

●
健
診
内
容

国
保
特
定
健
康
診
査（
無
料
）

後
期
高
齢
者
健
康
診
査（
無
料
）

若
年
者
健
康
診
査（
１
，０
０
０
円
）

結
核（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）検
診（
５
０
０

円
※
４
月
１
日
現
在
64
歳
以
上
は

無
料
）

肺
が
ん
検
診（
５
０
０
円
）

大
腸
が
ん
検
診（
５
０
０
円
）

前
立
腺
が
ん
検
診（
１
，０
０
０
円
）

骨
密
度
測
定（
５
０
０
円
）

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査（
５
０
０
円
）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
無
料
）

※
保
険
資
格
や
年
齢
等
に
よ
り
受

診
で
き
る
項
目
が
変
わ
り
ま
す
。

●
持
ち
物

保
険
証（
国
保
特
定
健
康
診
査
希
望

者
の
み
）・
受
診
料
・
質
問
票

●
注
意
事
項

・
個
別
健
診
は
事
前
予
約
制
で
す
。

・
健
診
当
日
自
宅
で
検
温
を
お
願
い

し
ま
す
。（
3
7
・
0
℃
以
上
の
方
は

健
診
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

・マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

保
健
課 

保
健
推
進
係 

（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）　

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

7
月
か
ら
個
別
健
診
を
開
始
し
ま
す
！

〜
予
約
申
込
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
〜

―
重
要
な
お
知
ら
せ
―

健康健康

　
認
知
症
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
す

る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。誰
も
が
認
知

症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、関
わ
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
身
近
な
病
気
で

す
。し
か
し
、早
く
気
付
い
て
対
応
す
る

こ
と
で
、症
状
の
軽
減
や
進
行
を
遅
ら
せ

る
事
が
で
き
ま
す
。

●
早
期
発
見
、受
診
が
大
切
で
す

◯
早
期
治
療
で
改
善
が
み
ら
れ
、進
行
を

遅
ら
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。

◯
症
状
か
ら
認
知
症
と「
間
違
え
や
す
い
」

病
気
も
あ
り
ま
す
。

・
2
〜
3
か
月
で
物
忘
れ
が
急
激
に
進
行

し
た

・
最
近
、転
ん
で
頭
を
打
っ
て
か
ら
物
忘

れ
が
で
て
き
た

・
身
近
な
人
の
死
な
ど
の
心
理
的
な
変
化

後
に
物
忘
れ
が
増
え
た

　
一
時
的
に
現
れ
る
認
知
症
の
よ
う
な

症
状
は
治
療
に
よ
っ
て
治
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

　
正
常
圧
水
頭
症
、慢
性
硬
膜
下
血
腫
、

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
、う
つ
病
な
ど

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。薬
の
影
響
や
飲

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
も
似
た
症
状
が
で
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●「
軽
度
認
知
障
害（
M
C
I
）」の
発
見

と
対
処
が
重
要
で
す
。軽
度
認
知
障
害

（
M
C
I
）は
、認
知
症
の
前
段
階
の
予
備

軍
な
の
で
、発
見
し
て
適
切
に
対
処
す
れ

ば
認
知
機
能
を
回
復
し
た
り
維
持
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

●
事
前
に「
認
知
症
と
向
き
合
う
」準
備

が
で
き
ま
す
。

●
受
診
に
つ
い
て

●
ま
ず
、か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　
ご
本
人
や
ご
家
族
の
日
頃
の
状
況
を
、

よ
く
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。必
要
に

応
じ
て
専
門
医
療
機
関（
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
）に
紹
介
を
し
て
く
れ
ま

す
。受
診
の
時
に
、気
に
な
る
こ
と
を
ま

と
め
て
お
く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

　
受
診
の
際
に
は
、感
染
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　「
自
分
が
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」と

い
う
不
安
は
、と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。

ご
家
族
や
周
囲
の
人
が
受
診
を
勧
め
て

も
拒
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ど
う
し
て
も

受
診
で
き
な
い
時
に
は
、か
か
り
つ
け
医

か
ら
勧
め
て
も
ら
っ
た
り
、包
括
支
援
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

赤
岡
　
優
子

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係
　

☎
64
―
８
８
０
４（
直
通
）

シ
リ
ー
ズ
　
認
知
症
　
N
O
・
２

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜 【問い合わせ先】福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

●健康教室について
新型コロナウイルス感染症予防のため、以下の通りとなります。
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

●からだとお口を動かしましょう
自粛生活後、体力の衰えを感じていませんか？生活不活発に注意して、楽しい時間を過ごすために、
やってみましょう

引き続き感染予防　～うつらない♥うつさない♥
・手洗い
・咳エチケット（マスクを着用）
・少しでも体調が悪いときは無理をしない
・集まりに参加する時は、換気をして、近距離での会話を控えましょう
・免疫アップのために、良く眠り、バランスよく食べましょう

ちょこっとスクワット ～『歩く』にプラスで、太ももの筋肉を鍛えます
①両足を肩幅くらいに開き、しっかりした椅子の背もたれ、（3回程度）
　テーブルの端などにつかまります。                       
②前かがみにならないように注意しながら、ゆっくり腰を落とします。
　できるだけ膝がつま先より前に出ないように。
③膝が4分の１くらいまで曲がったら、ゆっくり伸ばして元の姿勢に戻ります。 
※膝はできる範囲で、無理は禁物。

お口、元気に！　～飲み込む力を高め、むせにくく♥
●パタカラ体操　「パ」「タ」「カ」「ラ」と、はっきり発音。

●「早口言葉」に挑戦！　歌やおしゃべりに加えて

コグニサイズ
いきいき健康教室

教室名
当面中止※再開時お知らせします
令和２年度全教室中止

・つみ草　つみ豆　つみ山椒
・すももも　桃も　桃のうち　桃も　すももも　桃のうち
・カエルぴょこぴょこ　三ぴょこぴょこ　あわせてぴょこぴょこ　六ぴょこぴょこ
・瓜売りが瓜売りにきて　瓜売り残し　瓜売り帰る　瓜売りの声
・隣の竹垣に竹立てかけたのは　竹立てかけたかったので　竹立てかけた

パ タ カ ラ ３回程度
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約３分間の健康講話が聞けます
月／突発性発疹　　　　　　　　火／歯の着色
水／ぐっすり眠るための工夫　　木／子どものオヤツ
金／乳がんの早期発見と治療　　土日／噛むと歯が痛い
～直接相談タイム～新型コロナウイルス感染症による影響で当面の間
休止となります。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン7月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）7月～8月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　7月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

8月28日（金）

7月7日（火）
8月4日（火）

7月31日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年4月～5月生まれ

令和2年1月～2月生まれ

令和元年10月～11月生まれ

令和元年５月～６月生まれ

平成30年11月～12月生まれ

平成30年5月～6月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

平成２9年5月～6月生まれ

平成２8年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

8月14日（金）
午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆７月５日（日）　小栁由里子先生（青葉クリニック）
◆７月１９日（日）　宮崎誠先生（宮崎医院）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
7月6・13・20
  27日（月）

7月27日（月）

7月14日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

7月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

7/16（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

園庭開放
「おともだちとあそぼう～」

7/7（火）

１０：００～１１：３０

ジェネリック医薬品の利用にご協力を
　ジェネリック医薬品は、低価格なのに安全性や効き目は新薬と同じと認
められている後発医薬品のことです。新薬に比べて価格が安く、薬代を節
約できます。
　自己負担額も安くなるので、医師や薬剤師と相談の上、ご利用にご協力
をお願いします。
　「ジェネリック医薬品希望カード」は、国保係の窓口で配布しております。
注：ジェネリック医薬品に変更しても医療費が安くならない場合や取扱い
がない場合もあります。
●問い合わせ　福祉課　国保係　☎64―8801（直通）

健康健康



23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／突発性発疹　　　　　　　　火／歯の着色
水／ぐっすり眠るための工夫　　木／子どものオヤツ
金／乳がんの早期発見と治療　　土日／噛むと歯が痛い
～直接相談タイム～新型コロナウイルス感染症による影響で当面の間
休止となります。
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン7月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）7月～8月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　7月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

8月28日（金）

7月7日（火）
8月4日（火）

7月31日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年4月～5月生まれ

令和2年1月～2月生まれ

令和元年10月～11月生まれ

令和元年５月～６月生まれ

平成30年11月～12月生まれ

平成30年5月～6月生まれ

平成２9年11月～12月生まれ

平成２9年5月～6月生まれ

平成２8年11月～12月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

8月14日（金）
午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆７月５日（日）　小栁由里子先生（青葉クリニック）
◆７月１９日（日）　宮崎誠先生（宮崎医院）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
7月6・13・20
  27日（月）

7月27日（月）

7月14日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

7月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

7/16（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

園庭開放
「おともだちとあそぼう～」

7/7（火）

１０：００～１１：３０

ジェネリック医薬品の利用にご協力を
　ジェネリック医薬品は、低価格なのに安全性や効き目は新薬と同じと認
められている後発医薬品のことです。新薬に比べて価格が安く、薬代を節
約できます。
　自己負担額も安くなるので、医師や薬剤師と相談の上、ご利用にご協力
をお願いします。
　「ジェネリック医薬品希望カード」は、国保係の窓口で配布しております。
注：ジェネリック医薬品に変更しても医療費が安くならない場合や取扱い
がない場合もあります。
●問い合わせ　福祉課　国保係　☎64―8801（直通）

健康健康
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

7
月
25
日（
土
）・7
月
26
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
日（
金
）・
20
日（
月
）・
30
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

7
日（
金
）・
20
日（
木
）・
28
日

（
金
）の
予
定
で
す
。

　
ま
だ
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、役

場
会
計
課
で
も
納
付
で
き
事
務
費

が
町
に
入
金
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税
1
期

介
護
保
険
料
1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
1
期

納
期
限
は
７
月
３1
日（
金
）で
す

月
7

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

7
月
の
支
払
日

8
月
の
支
払
日

県
自
動
車
税
の
納
税
は

お
済
み
で
す
か
？

国内初確認
「7000 年前の下仁田にアジアからの渡来品」

下鎌田遺跡（馬山IC周辺）から発掘された『玦状耳飾（けつじょうみみかざり）』
写真左下（白色）がアジアからの渡来品とされるものです（歴史館展示中）

人口
　男
　女
世帯

（　23）
（　11）
（　12）
（　 7）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,110人
3,496人
3,614人
3,302世帯

転入  5人/  出生 1人
転出  16人/  死亡 13人

（6月1日現在）

（5月中）

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年 No771

月月

新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P4
行政情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P5～P8
新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P4
行政情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P5～P8

下仁田プライド in

新たな研究による

歴史再発見

5月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（已喜雄）
（幸　子）
（　博　）
（常　雄）
（内田好子）
（幸　生）
（菊　江）
（竹歳明子）
（登志一）

川　井
吉　崎
矢　川
川　井
大　平
本　宿
城　西
宮　室
中　央

神戸　よし
大井田セツ子
柳澤　榊　　　
柳澤　文夫
金井　志げる
山根　克已
佐藤　秀幸
高橋　新次郎
武藤　勝子

地　区
ご出産おめでとうございます

山 田　惟 翔  （貴彦・薫）   下　町

（保護者）出　生　児
ゆいと

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

えびすや米殻店住所　下仁田３８６　℡82-3200
https://kome2459.com/

古来より疫病を退治すると言われる伝説の妖怪「アマビエ」
-新型コロナウイルス感染症の終息を願って「アマビエ」（精白米）を販売しています-
栄養満点のお米、「アマビエ米」を食べて
「心と体」の免疫力をアップ！
●自分用はもちろん、いつもお世話になって
いる方へのちょっとしたお返しにどうぞ！
●大切な方への「お中元」にどうぞ！

２合入 ３５０円（税込）２合入×６袋箱入 ２、０００円（税込）
売上金の一部は「新型コロナウイルス」
緊急支援募金の支援金として寄付致します
売上金の一部は「新型コロナウイルス」
緊急支援募金の支援金として寄付致します


